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巻 頭 言

　大阪産業大学学会は学生会員の多様な『挑戦』を育む学びを今まで

以上にサポートするために、正会員の教員の方々から寄稿や学外見学

会の参加報告、留学記等を頂いています。学生会員の皆さんは、そこか

ら10年後の日本と世界を考えながら本学での正課活動そして正課外活

動をイメージしてほしいと考えます。

　年1回発行される今回の学会報の特集テーマは、『明日への挑戦』と

『10年後の日本と世界』です。

　私たちを取り巻く環境、社会構造は産業革命から“インダストリー4.0”

へと大きく変化してきましたが、これからは“Society 5.0”（超スマート社

会）社会へと、更に急激な社会・産業の変化が予想され、「生活」、「サー

ビス」、「価値観」そして「働き方」が大きく変化し、サイバー空間とフィジ

カル（現実）空間を高度に融合させたシステムの中で経済発展と社会

的課題の解決が模索されると考えられています。

　卒業後の社会では、ダイバーシティ化したグローバル社会の中で新

たなるビジネスや価値を創造することが求められます。学生会員の皆さ

んは学生生活を通じて、この“Society 5.0”社会で必要とされる労働市

場、技術革新の変化を見据えながら、強みとなるポータブル・スキルとし

て①文章や情報を正確に読み解き、対話する力、②科学的に思考・吟味

し活用する力、③価値を見つけ生み出す感性と力、好奇心・探求力を在

学中に身に着けて貰いたいと考えます。

　「文章や情報を正確に読み解く方法」として、学会が発行するこの機

関誌で先生方の寄稿や学外見学会の参加報告、留学記等を読み解くこ

とから始めてはいかがでしょうか。そして本学会が発行する「論集」は、

講義等を担当される先生方の研究発表のダイジェスト版といえるもの

です。本学の知的ポテンシャルを知るのに良い機会です。

　「好奇心・探求力を養う方法」として、「ぶんかくコンテスト」、「写真・イ

ラストコンテスト」に応募やイベント参加（見学会、講演会等）、そして見

学会プランニングコンテスト等に応募してみてください。

　会員の皆様へは学内、国内より幅広い経験を培って貰うために海外

研修、海外発表等に対しても支援を検討したいと考えております。 

　今後ともに、学生会員および正会員の活動支援に皆様のご協力とご

理解をお願い申し上げます。
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〈学会に関する問合せ先〉
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4月 学会報配付
見学会実施予定ポスター掲示

新入生・在学生に配布
（学内要所にも置いています）

7月 前期見学会参加受付
学会コンテスト募集（9月末まで）

学内各学部掲示板・学会公式webサイト・ポータ
ルで案内

8月 1泊2日見学会説明会

夏季休暇期間中

鈴鹿安全運転研修（1泊2日）
羽田機体工場見学会（1泊2日）
東京証券取引所と各種メディア見学会（1泊2日）
日帰り見学会

9月 後期見学会参加受付
学内各学部掲示板・学会公式webサイト・ポータ
ルで案内

10月
学会コンテスト書類審査・最終審査
※優秀な作品は学会報に掲載されます

見学会プランニングコンテスト募集（11月まで）

11月

芸術鑑賞巡り（1泊2日）
神戸港の各種施設見学会
和菓子作り体験会
（※新規見学先を検討中）

見学会プランニングコンテスト書類審査・最終審査
講演会

※適時 学会主催・共催講演会

※見学会、講演会等の学会企画事業については、適時、学会公式webサイトでもご案内します。
※コンテストの応募内容や詳しい情報は、学会公式webサイトや学内掲示のポスター等でご確認ください。
※各見学会は、募集人数に制限があります。詳しい内容につきましては学会公式webサイトやポスター等でご確認ください。
　
学会公式webサイト https://as-osu.jp/

　「大阪産業大学学会」は、昭和39年（1964年）に設立された学術研究団体です。
　本会は本学における学術・研究・教育の発展および普及に寄与し、あわせて学会会員の研究助成等を図ることを目的としています。これらの目的を
遂行するため、「大阪産業大学論集」「大阪産業大学学会報」の発行、「学術講演会」等の講演会・研究会・シンポジウム・学外研修会の開催、教員会員
だけでなく学生会員の研究教育活動の助成、海外留学の助成等の事業、さらには、主に学生会員を対象とする各種コンテストや様々の学外見学会を
行っています。

大阪産業大学学会とは
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株式会社ヒューマンコミュニティ　代表取締役　古川 幸雄
主役は人

現在、私は62歳。あと20年、今の仕事で挑戦し続けます！

　私は現在、人材派遣・人材紹介・業務請負事業の会

社を三社経営しています。

　大学卒業後、何度か転職し、ホンダのトップセールスを

経て、裸一貫ゼロからのスタートで20年以上、社長として

社会で戦っています！

　「主役は人」をモットーに、派遣従業員も一日2,000人

以上働いており、官公庁、日本郵政、大手企業、中小企業

等、多数のお得意様がおられます。

　又、帝国データバンク、銀行様からも高い評価を頂いて

おります。

大学時代の思い出

　経済的事情からアルバイトばかりしていまして、正直テ

ストの時は毎回大変でした。今思うと、学生時代にもっと

もっと真剣に勉強して、色々な知識を得ていれば、今のグ

ローバルで複雑な時代の中で、より柔軟な考え方で物事

に対応出来たのではないかと今更ながら反省している所

です。

　現役の学生の皆さんは、勉強は勿論の事、「様々な事に

挑戦」し、多くの事を吸収する事です。そうすれば、将来へ

向かって自分の進みたい方向性を明確にでき、多岐に渡

り活躍できる幅が広がります。大いに猛勉強し、挑戦して

下さい。

　これは私が、40年の社会経験を経て、つくづく分かった

事です！

「明日への挑戦」 私の人生成功の為の考え方

　私は、転職のたび、毎回ポジティブシンキングで、仕事

はもとより、何事にも取り組んできました。逆風が来て、嫌

になること、気持ちが折れそうになり逃げ出したくなる事

も勿論ありましたが、その時は常に自分自身に「前を向け」

「前を向け」と言い聞かせ、生きてきました。

　私は、親一人、子一人の父子家庭育ち、その父も私が

26歳の時に他界。その後、一人になりましたが、私は何が

あっても前へ前へという思いで生きてきたのです。

　「明日への挑戦」という事で言うと、私には今、仕事以外

で長年挑戦している事があります。それはマラソン！

　現在、フルマラソンを60回以上完走しており、「ランナー

ズ」という雑誌の年間ランキング大阪で年齢別2位を記

録しています。80歳を過ぎても走り続けることを目標に、

現在毎週土日には50㎞走るということにも挑戦していま

す！

「明日への挑戦」 成功する人／学生さんへ激励

　学生の皆さんには、将来成功者になりたいという願望

はあると思いますが、成功者で殆どの人がよく言われるこ

とがあります。「運が良かったから」と！

　では、その運を自分自身に呼び寄せる為にはどうすれば

良いのでしょうか？

　それにはまず「基本をしっかり身に付けること」だと思

います。基本をしっかり身に付ける事で、訪れるチャンスを

しっかり捕まえることが出来ると思うのです。

　『10,000時間の法則』という言葉があります。成功する

為には、1日10時間、3年は継続して、基本に取り組む期
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間が必要だという法則です。私もその通りだと思います。

やはり、挑戦を成功に導く為には、修業の期間は必須で

す。

　挑戦＝努力するに当たっては、その方向性・やり方も

重要です。

　そのためには、「良き人と付き合い、見識を深めていくこ

と」が誠に大切と考えます。

　仕事と遊びのオン・オフの切り替え、心のゆとりも大い

に必要です！

　学生の皆さんは、常に前向きで、人のせいにせず、人に

思いやりを持ち、「明日への挑戦」を忘れずに学生生活を

エンジョイして下さい。そうすれば、きっと自分自身も成長

しているはずです！

これから先の人生

　私は62歳になり、仕事の面では一応の成果を出して

来ました。しかし、まだまだ未熟です。これからの20年が、

自身の成長の集大成の期間と位置付け、頑張っていきま

す！

　年齢とともに体力は減退しますが、経験・知恵はまだ

まだ増えていきます。これからも仕事、そして趣味のマラソ

ン等、何かと楽しみを見つけては「挑戦」を続けていきたい

と思います。

　「辛い事も成功への過程である」「ピンチをチャンスに置

きかえられるプラス思考こそが勝利の因（基本）」との発

想で！！

� 1979年 経営学部 経営学科 卒業
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株式会社エースケータリング　代表取締役社長　宮本 聡
ケータリング業界のエースを目指して

　2018年8月1日で【起業】して丸10年となりました。

　2007年3月に国際経済学科を卒業し、1年3ヶ月一般

企業に勤めた私は個人事業主として10年前に開業しま

した。当時23歳だった私。経営に関しては右も左もわから

ず、親や親戚に経営者がいた訳でもなく「移動販売」とい

う未知のジャンルで商売を始めました。お店を始めたかっ

たのですが当時の私にはお金がなく、中古車（トラック）を

1台購入し車内を改造したキッチンカーで全国を回り商

売をしてきました。在学中は硬式野球部に所属し、学生生

活の半分以上は部活動に時間を費やし、学生時代の思い

出と言えば部活とアルバイトの記憶しか残っていないぐら

い勉強は二の次、三の次でした。学生時代の生活の中で

私とビジネスとの接点は皆無で、ごくごく普通の日々を過

ごした4年間でした。そんな私が一般企業を1年あまりで

退職（脱サラ）し、自分で商売をしようと決意したのか。今

思えば若かった私は夢と希望と勢いで起業を決断したの

だと思います。当時の私には知識や経験、資格や人脈や

技術、お金もありませんでした。それでも応援してくれる家

族や仲間へのありがたさを力に代え、また私とともに時間

を共有してくれる社員や取引先様への感謝を忘れず日々

取り組んで進んできた歩みがこの10年という歴史を刻ん

でいます。

　今回の『挑戦』という文字が私の進んだ茨の道にはピッ

タリかも知れません。挑戦とは誰もがその条件や環境が

整えば与えられるものであり、そこに性別や年齢は関係あ

りません。私は【起業】という挑戦をしました。私の場合、

先が見えない未知の世界への挑戦でした。私が起業した

時に一番必要だと感じたもの、それは『勇気』でした。知識

や技術やお金や自信や計画など、起業する際に必要なも

のは沢山あります。でも経験者の私が思う一番必要なも

のは『勇気』です。勇気が無ければ挑戦出来ません。勇気

はあるかないかではなく、出すか出さないか。勇気は誰も

が持っています。でも、その勇気を出せないから道を切り

開くことが出来ずに挑戦が出来ないということが多くある

と思います。その当時、私には『勇気』があったのだと思い

ます。そして、『勇気』だけではうまく行かないと思っていま

す。勇気と同じくらい大事なもの、それは『情熱』です。『勇

気』と『情熱』この2つの言葉の意味は全く違うものです。

勇気だけでは道は切り開けません。そこに『情熱』がなけ

れば前に進むことは出来ないと思っています。逆にいくら

情熱（大きな夢）があっても、そこに『勇気』がなければ始

めることが出来ません。この異なる2つの感情を大きく持

つことによって自分の道を切り開けると、私は感じており

ます。起業して10年経った今でも私は『勇気』と『情熱』を

持って今の経営にも生かしています。

　現在は学生時代に経験してきたスポーツの知識を生

かし、プロサッカーチームを始め様々なプロスポーツ会場

の飲食ブースの企画や管理を行っております。スポーツを

してきた私だからこそ提案出来る企画や、観戦に来られ

たお客様にどれだけ飲食を楽しんでもらえるかを日々追

求し、仕事をしています。また、一流アスリートの苦労を身

近で感じることや、マイナースポーツの人気向上に一役か

えるようなことを常に探しアクションを起こしています。ま

た、4年間お世話になった母校の硬式野球部に対し、春

と秋のリーグ戦前には現役選手達への激励の意味を込

め、食事の提供なども行っております。このような行動は
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自己満足かもしれませんが、私自身が率先して先頭に立

ち行動するようにしています。従業員に任せることも出来

るかも知れませんが、私が第一線で現場に出なくては意

味がないと思って行動しています。その姿を後輩達が見

ることで、夢や希望を持ってもらうことと、1人でも多くの

学生（後輩達）が『勇気』と『情熱』を持って、これからの人

生に『挑戦』することへの後押しになればと思っておりま

す。野球をしていた頃、エースピッチャーになりたくて日々

頑張っていました。どうせやるなら“ケータリング”業界の

“エース”を目指したい！それが「エースケータリング」、会社

名の由来です。今もなお、エースを目指して邁進していま

す。

� 2007年 経済学部 国際経済学科 卒業
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デザインエッグ株式会社 代表取締役CEO　佐田 幸宏
　デザインエッグ株式会社という会社を2010年に創業

し、現在は4,980円だけで紙の本が出版できるサービス

を提供しております。おかげさまで多くの大学に教科書と

して利用いただいております。関西では近畿大学、関西学

院大学、摂南大学、大阪工業大学で採用いただきました。

我が母校でも使っていただけることを期待しております。

　私は大阪産業大学に2003年に工学部の情報システム

工学科（現 デザイン工学部 情報システム学科）に入学し

ました。大学院は工学研究科のアントレプレナー専攻で

お世話になり2009年に卒業いたしました。貴重な機会を

いただきましたので、大学の在学時から現在に至るまで

の軌跡をここで紹介したいと思います。

「情報の古い高額な教科書」に疑問を持った学部生時代

　私の在学中、20年以上前に出版された教科書を使っ

ている講義がありました。古い情報でしたので、講義中に

は補足として沢山のプリントが配られ、とても不便に思い

ました。古い教科書を利用している理由を先生に聞いた

ところ、本の内容を変更するには多くの費用が発生するた

め、授業で手間がかかることを承知でそのまま使っていた

そうです。

　この時に感じた課題意識はずっと私の中に残っており

ました。情報システム学科での卒業研究は「書籍の管理シ

ステム」。当時、研究に必要なプログラムの重要な部分を

手伝ってくれた同じ研究室の友人である安井君は、私の

会社の創業メンバーです。

ITとは全く無縁の業界に就職した新卒時代

　2009年、大学を卒業した私は大阪にあるポンプメー

カーに勤めました。情報工学を学んだ私が、IT業界では

なくメーカーを選んだ理由は、私のスキルではIT業界では

凄い方の中に埋もれてしまうと考えたからです。学生時代

の経験により、私の能力は「問題の発見と解決手段を考え

ること」だと思っていました。ですので、IT化が遅れている

業界で業務を効率化することこそが、私の能力を活かせ

る道と考えたのです。

　たった2年しか在籍しませんでしたが、営業効率化シス

テムをいくつも開発しました。当時の同期によると、新卒

時代に私が企画したシステムは10年たった今も使われて

いるようですので、一定の成果は出せたのではないかと考

えております。

起業のきっかけ

　「いつか起業をしたい」という思いだけは学生時代から

ありましたが、具体的なアイデアがあったわけではありま

せん。起業セミナーなどを受けたこともありません。

　起業のきっかけは2010年3月のiPadの発表でした。

「本を何冊も持ち歩け、紙の本が不要になる！」学生時代

から感じている課題が解決できるのではないかと、とても

興奮しました。その日の大阪は雨。仕事が終わった後、傘

をさしながら「世界を変えるような電子書籍サービスを作

ろう！」と高根研究室で一番プログラムができた安井君に

電話をしました。そして、2ヶ月後の2010年5月、デザイン

エッグ株式会社を創業しました。

売上がなかった3年

　2010年に創業したものの、会社員としての仕事もやり

がいがあったためすぐに辞めることができず、創業後1年

間は会社員としての仕事が終わってから、デザインエッグ

株式会社の業務をしていました。

　今、大阪では起業家がどんどん増えております。ベン

チャー企業を応援するプログラムも盛んで、弊社も2014年

にKDDI株式会社が提供するベンチャー育成プログラムに

諦めず挑戦し続けることの大切さ

▲研究室にて（手前右側が筆者）
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参加させていただき、多くを学ぶ事ができました。しかしな

がら、2010年の起業当時、ベンチャー企業にもITにも触れ

ていなかった私が起業してもうまくいくはずがありません。

　創業時は電子書籍のサービスを開発していましたが、1

年半も開発に時間をかけたにも関わらず、売上はゼロ。す

ぐに資本金は底を突き、会社のお金が3万円になったこと

もありました。打ち合わせ場所も用意することができず、学

部時代にお世話になった情報システム学科の高根研究室

で会議を行なっていました。現在当社のメイン事業になっ

ているサービスが完成したのが2013年の春、まとまった

売上が入ってくるまでになったのは2014年になってからで

す。今では社員と海外旅行に行くこともできますが、本当に

しんどかった最初の3年間を忘れることはありません。

電子書籍の失敗から生まれた全く新しい出版サービス

　出版というと、沢山の本を印刷し本屋に並べることだと

信じる方が多くいます。実際には多くの本は売れず、印刷

した本の4割が出版社に戻っています。

　学生時代や起業当時、私が問題だと感じたのは、大量

の在庫によって本の内容が新しくできない事であり、印刷

しない電子書籍こそが解決策であると考えたのです。しか

しながら当時、電子書籍サービスは全く売れませんでし

た。なぜなら多くの人は紙へのあこがれが強く、電子書籍

は“妥協”であると考えたためです。

　電子書籍での手痛い失敗の後、私は「本を1冊から印

刷・製本できる技術」を見つけました。この技術を用い、在

庫を持つことなく、完全受注生産で本を作るようにしたのが

「MyISBN」や「ムゲンブックス」といった弊社の出版サービ

スです。インターネットや書店から注文が入った後に本を印

刷して送ることで、資源やお金の無駄がゼロになりました。

1冊も在庫を持たない出版社は日本で唯一だと思います。

　今ではAmazonで購入後、2日程度で自宅に本が届き

ます。書店から取り寄せることもできるため、教科書として

多くの大学で利用されています。

　2004年の学生時代に疑問を持って15年、「教科書の

内容が古く配布資料が多い」という問題にこんなに長く

取り組むとは思っていませんでした。ようやく問題を解決

できたことを嬉しく思います。

挑戦し続けることの大切さ

　2010年に起業して現在9期目、今では多くの方に利用さ

れている出版サービスも、リリース当初は色々な妨害を受

けるなど、大変なことが沢山ありました。創業以来、年々大

きな、より困難な問題が発生しています。ただし、どんな時も

自分の能力の限界を超えて挑戦をする必要があります。

　創業当時は会社員も続けていたので、夜3時まで自社

の打ち合わせをして、6時に家を出る生活を1年近く続け

ました。会社員を辞めたときは全くプログラムが書けませ

んでしたので、1日18時間プログラムを書きました。しかし

ながら、完成したサービスの獲得ユーザーは5人、完全に

失敗でした。それでも諦めず何度も新しいサービスを作り

続け、7つ目のサービスとして「MyISBN」が生まれました。

　世の中は “挑戦の結果の成功事例” ばかりが取り上げ

られますが、挑戦の多くは失敗に終わります。しかし、挑戦

しない限り成功もありません。何度失敗しても、自分の人

生を諦めず挑戦し続けることが大切だと思います。

　　　　　2003年 工学部 情報システム工学科

� （現 デザイン工学部 情報システム学科）卒業

▲2013年から運営している紙の本の出版サービスMyISBN

▲KDDIムゲンラボ7期デモデイでのプレゼンの様子
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SMC株式会社　北川 健太郎
　学園創立90周年おめでとう御座います。2007年3月

に人間環境学部都市環境学科を卒業して十余年経ちま

すが、今でも時折当時を思い出しては懐かしい気分に浸

ることが御座います。卒業して以降、私は空気圧制御機

器といわれる機械部品のメーカーに営業として勤務して

おり、本学在学中に取り組んだ語学（英語）を活かして

2011年から5年間、東欧オーストリアに出向する機会も

御座いました。

　昨今、技術の進歩により周囲を取り巻く環境は目紛し

く変化しております。その中で私は仕事を通じて、その変

化に対応出来るグローバル人材を目指しております。今回

の寄稿を通じて、その挑戦の発端となった在学当時の思

い出や卒業してからの社会人生活、将来を見据えた現在

の取組みについて少しご紹介させて頂きます。

　大学時代に語学に取り組むきっかけとなったのが、入

学間もなく受験した学内のTOEICテストでした。結果は

芳しくなかったものの、当時別クラスの英語担当をされて

いた教授より激励頂き、担当外の学生にも関わらず、参考

書の紹介や履修すべきコースについて手厚くご指導を頂

きました。教授の勧めで2年生の時に自身初の海外渡航

となる英国ブライトン大学短期留学コースを履修し、自

分の語学で赤の他人と意思疎通出来る「楽しさ」や「達成

感」を体験出来た記憶は今でも鮮明です。その後、学内の

派遣留学制度を通じて1年間米国オレゴン州立大学に留

学した経験は自身の進路を決定づける貴重なものとなり

ました。

　充実した大学生活は4年で終わり、入学当時500点に

満たなかったTOEICのスコアは卒業時に900点を超える

まで成長する事が出来ました。一重に大学在学中に頂い

た機会のおかげだと感謝しております。

　就職してからは4年の国内営業を経て海外勤務となり

ましたが、赴任した東欧で肌身で感じたのは、自分の意見

を明確に示す重要性と相手の意見を尊重する協調性の

バランスが如何に大切かという事でした。東欧地域では

ハンガリー・チェコ・ポーランドをはじめとする様々な国

籍の同僚・顧客と接する機会がありましたが、特に日系

企業顧客に於いては日本式のサービスを求められる場合

があり、その意味や重要性を現地スタッフに理解して貰う

説得力が求められました。その中で日本人の意見を通し

過ぎるとチーム力の低下を招き、孤立してしまう失敗もあ

りました。今後更にグローバルに対応できる人材となる

為には、場数をこなしてバランス感覚を磨く必要があると

考えており、日々仕事を通じて機会があれば国や地域を

問わず積極的に携わっております。

　身近な生活でもスマートフォンやAIスピーカー、自動運

転技術に至るまで、様々な新しい技術の台頭で変化が激

変化に対応出来るグローバル人材を目指して
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しい昨今ですが、製造業の自動化分野に於いても例外な

く変化の流れが感じられます。ロボット技術の発展やモー

ター動力の普及、センサーの高機能多様化など新しい技

術が汎用性を持ち、コストダウンに伴い新たに取り入れら

れる現状を日々の営業活動を通じて実感しております。一

方で旧い技術も簡単な操作性やコスト面でまだまだ優位

な点があり、用途に応じて最適な提案を行う必要が御座

います。常にアンテナを張って顧客の話に耳を傾け、変化

の流れを把握して将来の製品づくりや提案に繋げていく

事もメーカーの営業職としての「明日への挑戦」だと認識

しております。

　最後になりますが、大学の教育現場に於いてもグロー

バル化や新しい技術を取り入れた教育手段の多様化は、

時代の変化とともに直面しているテーマだと考えておりま

す。新時代の「偉大なる平凡人」輩出にむけ、今後益々の

ご発展をお祈り申し上げます。

� 2007年 人間環境学部 都市環境学科 卒業



▲平成30年度 写真・イラストコンテスト（イラスト部門）作品
　『夜に太陽を』
　松井 月菜（人間環境学部　生活環境学科）



10年後の日本と世界、そして大阪産業大学
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平成30年度 写真・イラストコンテスト（イラスト部門）優秀賞作品
『自然ということ』
大西 叶恵（デザイン工学部 情報システム学科）
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国際学部　国際学科　教授　佐藤 潤一
ポップカルチャーの表現と政治の未来

　なんて変なタイトルだと思ったかもしれない。ポップカ

ルチャーという言葉よりも、サブカルチャーとか周辺文

化といったほうがよいかな。日本だとサブカルチャーより

もう少しマイナーなというか、アングラなというか、主流

からは見下される文化現象をこういう風に呼ぶことがあ

る。よくわからんという人は、マンガ、ライトノベル、アイドル

（歌）、漫才師、舞台等々、なんとなく趣味で関心をもって

見たり読んだりする対象だと思ってほしい。

　わたしの本来の専門は法律学だ。憲法の研究が中心だ

けれど、外国人の人権保障が研究の出発点だったので、

他国の憲法や国際人権法なんかも学び、その延長で国際

関係論や平和学についても学び研究している。で、この二

つのことがどうかかわるんだろう？

　ポップカルチャー作品は、人の悩みや人の心の動きが

テーマになることももちろん多いけれど、社会状況に対す

る批判や、直接間接の政府に対する批判というのも昔か

ら主要なテーマのひとつだった。政治にかかわることがダ

サいとか、多数決で選ばれた与党や首相に対して批判す

ること自体を、まるで良くないことのように思う風潮も近

年見受けられる。でも、本来社会に対する不満を言葉に

乗せて発することは昔から表現行為の中心だった。Led 

ZeppelinのImmigrant Songとか、忌野清志郎が日本

語歌詞をつけた、デイドリームビリーバーとか聞いたこと

はないかな。マンガでも、政治を直接扱う作品も多くある

し、ライトノベルでも、そうだなあ、幼女戦記なんてのもあ

る意味そうだな。揶揄だったり正面からだったりいろいろ

だけれど、こういう作品が自由に書けるということはとても

大切だ。揶揄、批判、そういった表現に対して、政府を批判

するとは何事だ、というような「批判」が流布されてしまう

ことがある。政治の未来を予測するということには、政治

に対する批判等を扱うポップカルチャー作品の表現が自

由に行われることが条件となるはずなのだ。

　「表現の自由」は、憲法で保障されている人権の中でも

重要視されるもののひとつだけれど、なんとなく、政治的

表現行為はともかく、それと直接関係ないようなポップカ

ルチャー表現については、「わいせつだから青少年に有害

で、多少の制限はやむを得ない」というような主張がしば

しば声高に主張される。現在の日本社会では、各地の条

例で青少年保護育成条例等の名称で、わいせつ文書取

締りがしばしば正当化されるけれども、実際には、上で少

し触れたように、本当は政府にとって都合が悪いからその

書籍等が処分されているかもしれないのだ。だからこそ、

表現に優劣をつけることなく、すべて人権としての表現の

自由の対象となることが原則となるはずなのだ。

　もちろんここで難しいのは、いわゆるヘイトスピーチは

どうなるのだということ。憎悪言論とかヘイトクライムの

問題といっても良いけれども。ポップカルチャーの中で、

マンガやライトノベルという媒体等で、そういった主張を

肯定的に扱うような「作品」をどうするのだということであ

る。

　政治の未来は、選挙制度を変えるとか、移民をどう考

えるのかとか、もちろんそういったことだけではない。この

ことを、学生のみなさんには是非考えてもらいたい。将来

実現して欲しい政策、だけでなく、国際関係の将来を考え

ていく上でも、狭い視野では全く不十分なのだ。大学でど

ういう専攻を選んだとしても、その専攻分野だけでは、こ

こで述べてきたようなことに答えはだせないだろう。幅広

い「教養」を身につけることは、たんにペダンチックな姿勢

などではなく、国の将来にもかかわってくる。そういうこと

を大学で身につけて欲しいなと願って教育に取り組んで

きたし、今後もそうしていきたいと考えている。
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スポーツ健康学部　スポーツ健康学科　教授　横井 豊彦

10年後に向けて
大阪産業大学が創造すべき価値とは？

　これからの10年を考えるにあたり、過去の10年を振り

返ると、2008年、日本では人口問題や、それに付随する

教育や、医療・介護の問題が顕在化し、既に社会的課題

となっていた。また、世界的には、資本主義諸国がリーマ

ンショックに直面し、経済不況からどのように立ち上がる

かを模索しつつ、様々な手を打ち始めた時期であった。

　研究の視点からも、10年前は大きな契機だったと捉え

られる。

　公的研究費の削減と、特定の分野の強化（裏を返せば

偏り）が始まった。ノーベル賞を受賞された山中伸弥教授

が、研究費を集めるために「マラソン」を通じてメッセージ

を出されていたことが記憶に新しい。平たく見て、ノーベ

ル賞受賞研究者が社会にメッセージを届ける目的では

なく、「研究費」を集めるための活動をせざるをえない状

況は、人々に希望を与えるものとは考え難い。今に至って

は、短期間に「役に立たない」研究は切り捨てられる傾向

さえ見て取れる。

　では、教育はどうか？この点は、案外強い印象がない。

というのも少子化のために、学校などのインフラ部分は、

却って余剰があったからかもしれない。しかし、学校教員

の労働時間、加重労働が顕在化し、問題になり始めたの

は、この10年である。この過程では、企業の加重労働も顕

在化し、相乗的に社会問題化してきた経緯がある。ここか

らは、学校教員のストレスなどの実態も垣間見えて来た。

このことは、これから教育を受ける人達やその保護者に対

して、どのような意味があるのか。

　冒頭で述べた、これまで「社会保障」とされて来た医療・

介護では、今世紀に入る前から、医療・介護保険の見直

しという形で、経済的動機から、「削減」の方向へと舵は切

られて来た。とはいえ、日本という国は国民皆保険、社会

保障としての医療・介護を堅持する方向ではいるようで

ある。同様に、社会基盤としての教育もまた然りであろう

と、考えておきたいと感じる昨今である。

　しかし、このような状況が10年続き、マクロでの経済成

長はあるとされつつも、多くの人が景気回復を実感出来

ない状況の中で、備えておかざるをえない事がある。

　一つは社会保障の市場化である。例えばアメリカのよ

うな自由な医療市場である。アメリカから学ぶことは、国

家的な社会保障がない場合には、必ず人々の「不安」を支

えるための保険業者が存在するということである。実際、

アメリカでは特定の低所得者層と高齢者層以外は、健康

保険は個人負担で相対的に割高であることが知られてい

る。かつて、黒字だった郵政事業を根拠なく民営化した事

を、あの富永健一教授が真っ向から批判された事が記憶

に蘇る。

　では、もし教育が自由化されるとどうなるのか。そのよう

な状況が世界にあるのか…筆者は恥ずかしながら最近ま

で未知であったが、アメリカには、義務教育というものが

存在しない。初等教育からそうであるため、収入や地区に

よって教育の偏りが著しいらしい。何の場合も、教育業者

がコーディネートしたプログラム内の学校に契約・加入

することになる。そのため、玉石混交で、価格の高いプログ

ラムは非常に充実している一方、安いプログラムになると、

「教員」は数日の講習を受けるだけで「認証」され、マニュ

アルを持って現場に出ることがあるという。また、彼らの処

遇は不安定であるらしい。

　次の10年、少子化に加え、労働年齢人口の減少のため

に短期間に景気が良くならない可能性も加味すると、大

産大に求められている事は高等教育における新たな価値

創造以外の何物でもないだろう。それも旧帝大や名門と

言われる私立大学とは全く異なる文脈での価値創造が

必要…と思う今日この頃である。
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経営学部　商学科　教授　田中 彰
　今年74歳になった母親がインターネット通販で化粧

品の買い物をする。浪人生である息子は受験用テキスト

をスマートフォンで短時間に探し出しては、その都度で私

に購入を依頼してくる。もはや時代が時代なのであるが、

私が研究分野としているスポーツビジネスの世界でも激

動の時代を迎えているようだ。少年時代のかすかな記憶

には長い行列を経てチケットを確保した父に、手を引かれ

て甲子園球場に入ったシーンがある。スタンドに入ると父

は小型クーラーボックスから缶ビールを取り出し、私には

缶ジュースを手渡してから贔屓の選手に歓声を挙げたも

のだった。観戦後のチケット半券は、父と楽しいひと時を

過ごした思い出の品として長らく大切に保存していたのを

憶えている。

　あれから40年弱が過ぎたが、今日の米国アメリカン

フットボール界ではスタジアムの各ゲートに金属探知機

が設置されており、缶製品はもちろんカバンでさえも一部

を除き観客席には持ち込めない。そして非常に驚くのは

紙で発行されたチケットが存在しないことだ。観戦者は代

わりにスマートフォンやタブレット等で購入証明となるQR

コードを提示してスタジアムにはいるのであるが、これら

は不正転売防止にも役立っている一方で、各球団には非

常に重要なマーケティングツールになっている。各球団の

マーケッターは顧客端末による購入情報から新たな需要

を予測して、各球団の近未来の商機をどん欲に伺う。また

平日や週末の試合コンディションによっては、同じ席にも

関わらずチケット価格が違うことは日常茶飯事なようだ。

これらは顧客満足、アスリート（選手）の満足、満員のスタ

ジアムの臨場感、球団収支の最適化を常に追求するビジ

ネスシステムの一部である。この最新アメリカ事例には隔

世の感が否めないが、実は日本のプロ野球界もパシフィッ

クリーグを起点として2004年以降から経営改革が本格

化されている。航空会社と同様の繁忙閑散を反映したチ

ケットシステムが導入されていたり、携帯端末を通じて顧

客へのリコメンド機能を駆使している球団も少なくない。

某調査では日本の伝統球団であり、長年にわたって圧倒

的人気を誇っていた読売ジャイアンツの顧客満足度が、

全12球団の中で下位グループに甘んじる結果がでるな

ど、日本スポーツビジネス界も変化が激しい。

　さて今後の10年を想像すると、数多くのイノベーション

により果たして何が変わるのか。もはや我々の想像の中で

語ることは限界さえ感じる。2020年の東京五輪では無

人運転で空中移動の未来カーが開会式を演出するので

は…。そんな夢のような噂が語られたり、近未来の暮らし

について色々な憶測や夢が聞こえてくる中で、ここではあ

る自動車メーカーの幹部の方の一言が胸に響いたので

紹介したいと思う。それは「これからの大量データ社会で

はビッグデータと、ビッグディシジョンをどう駆使するのか

が肝要だ。」というものだ。

　大阪産業大学で教員として勤務する自身には非常にイ

ンパクトある言葉であり、大切な使命を頂いたような気持

ちになる。この学び舎を巣立った卒業生が、各人の日常生

活でどのような決定を下していくのか。各家庭での大きな

岐路に面してはどのような判断をしていくのか。その判断

の際にはどのようなデータと、どのような付き合い方をす

るのか。つまりどのような大量データ時代になっても、変

えてはならない各自の判断基準を大切にできる人材を育

成して、変化にあ

ふれた世界と向

き合う。そして世

の中の変化に対

応し続ける。「何

を変えてはいけな

くて、何を変える

べきなのか」。そ

のような自問自

答を繰り返しな

がら、常にフット

ワーク軽い研究

者・教育者であ

りたい。これが私

の目標である。

変化を恐れず、本質を見失なわず

▲写真①　�田中ゼミ2018・スポーツマーケティン
グ研修＠甲子園球場（7月）

▲写真②　�田中ゼミ2018・観光地マーケティング
調査入門合宿（9月）
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経済学部　国際経済学科　教授　小川 雅司
「大交流時代」の到来と観光教育の必要性

　UNWTO（国連世界観光機関：The World Tourism 

Organization of the United Nations）の『Tourism 

Highlights, 2017 Edition』をみると、世界における国際

観光の実態を知ることができる。2016年1年間の国際

観光客数（国際観光客到着数）は12億3,500万人である

が、この値は2010年から2020年までに3.8％増加し、さ

らに、2020年から2030年の間に2.9％も伸びると予測

されている。そして、この推計にもとづくと、2030年の国

際観光客数は年間18億人に到達するという。

　2003年1月、当時の内閣総理大臣であった小泉純一

郎氏は「観光立国」を宣言し、同年4月に「ビジット・ジャ

パン・キャンペーン」を開始した。これまで、わが国の産業

は「モノづくり」が中心であったが、政府が積極的に観光

振興に取り組むことを決意した重要な年である。その後、

2006年には、観光基本法に代わる観光立国推進基本法

を制定し、翌年には、観光立国推進基本計画が策定され

た。そして、2008年には、観光振興をより戦略的に推進す

べく、観光庁を創設した。

　このような背景には、本格的な人口減少社会の到来が

あり、人口減少によって低迷が危惧される消費を喚起す

る狙いがある。国立社会保障・人口問題研究所編『日本

の将来推計人口：平成29年推計』の出生中位推計によ

ると、わが国の人口は、2008年の1億2,808万人をピー

クに、2053年には1億人を割り、2065年には8,807万

人にまで減少する。このような人口減少社会の処方箋と

して登場したのが、定住人口を交流人口（観光客）で補填

するという発想、つまり、観光振興への取り組みである。

　また、観光に関連する経済波及効果は相対的に大き

い。観光庁の『旅行・観光産業の経済効果に関する調

査研究（2016年）』によると、2016年のわが国の国内旅

行消費額（内部観光消費額）は26兆4,000億円であり、

そこから生じる経済波及効果は、生産波及効果で53兆

8,000億円、付加価値効果で26兆7,000億円、雇用誘発

効果で459万人、税収効果（試算）で4兆7,000億円と推

計されている。項目によって、若干の違いはあるが、わが国

の経済の概ね5％を観光産業が支えていると言えよう。

　デービット・アトキンソンは、2015年刊行の『新・観

光立国論』において、日本を「観光後進国」と指摘している

が、今後、すべきことを確実に実行すれば、わが国の観光

ビジネスは飛躍的に成長する、と述べている。このように、

観光は「新成長産業」であり、それゆえに、わが国の観光

分野をリードする人財の育成が急務である。

　ところで、本学経済学部には、「観光ビジネスコース」と

いう特別コースがあり、トラベル・ビジネス論や観光経済

実務演習など、経済学の視点から、観光を学べる科目群

が整っている。観光関連の学科やコースは、文化学や社

会学、経営学系の学部に設置されることが多いが、本学

では、経済学部に在り、この点が特徴的である。

　前述の通り、観光は経済との結びつきが強い。観光産

業は、需要の所得弾力性が大きく、景気変動の影響を受

けやすい（奢侈的）と言われている。また、ホテルの料金や

航空運賃を見れば分かるように、市場における需要と供

給のバランスによって、価格は常に大きく変動している。

また、最近では「観光公害」という言葉もよく耳にするよう

になった。観光客が増え過ぎてしまい（これは経済学で言

う「超過需要」であり、近頃では「オーバー・ツーリズム」

と呼ばれている）、地域住民の生活に支障が出ているとい

う。これは、まさしく「外部不経済」であり、公共経済学の

教えによると、何らかの課金が必要となる。

　このように、観光を学ぶことで、経済学を学ぶことがで

き、逆に経済学を学ぶことで、観光も学ぶことができる。ま

た、本学経済学部は国際経済学科を擁していることもあ

り、地域経済論や開発経済論、各国・地域の経済事情な

ど、観光と広く関連する科目も豊富なため、多角的に観光

を学習することもできる。

　2020年には、東京オリンピック・パラリンピックが行

われるが、先日、2025年に「大阪・関西万博」が開催さ

れることが決定した。本格的な「大交流時代」の到来に向

けて、経済学の観点から、観光という現象を正しく把握

し、分析できる人財は、ますます求められる。したがって、

観光市場で活躍できる人財を育成・輩出することは、本

学経済学部の社会的使命の1つであろう。



特
集
２

Special Topics 2

特
集
２

Special Topics 2

OSAKA SANGYO UNIVERSITY REVIEW No.5420

デザイン工学部　建築・環境デザイン学科　准教授　船曵 悦子
　今回、「特集10年後の日本と世界、そして大産大」とい

うテーマで執筆の機会を得た。10年後の自分を考えると

きに頼りになるのは、10年前の自分である。着任7年目

の私は、10年前には神戸にいたが、その後の神戸から岐

阜、岐阜から大阪へ、2度の転職、2度の引越しなど、想像

もしていなかった。しかし、常に考えていたことは、次の3

つである。①自分を活かせる場に身をおくこと。②必要と

言われるうちが華、その間に活躍する。③チャンスをチャ

ンスと判断できるアンテナを張り、それに見合う実力をつ

けておくこと。今まで転職が多かった私にとって、いつも不

思議に思うのは、そろそろ慣れてきたな、私の役目も…と

思ったころに、新天地への引きの話しが舞い込んでくる。

そのような状況のため、たいていが忙しい日々である。一

方、世間に目を向ければ、政府が提唱する「働き方改革」

の一環でワークライフバランスが見直されるようになって

きている。仕事とプライベートの生活はきっちり分けるこ

とや仕事8時間、プライベート8時間、睡眠8時間がベスト

など。しかし、私にとって、仕事とプライベートの線引きが

難しく、職場と自宅のシステム的な違いは、自宅には、＋α

としてキッチン、ベッド、風呂があるというだけで、パソコン

もあればプリンターもある。仕事をするには申し分ない環

境が整っており、職場も自宅も仕事環境としては全く同じ

である。そのためOFFになるのは、ベッドにもぐりこむとき

だけである。このような状況であるため、ワークライフバラ

ンスといわれてもピンとこない。少し前になるが、落合陽一

『超AI時代の生存戦略〈2040年代〉シンギュラリティに

備える34のリスト』大和書房、2017を手にした。その中に

「これからは、『ワーク“アズ”ライフ』を見つけられたもの

だけが生き残る時代だ」、「寝ている時間以外はすべて仕

事でありその仕事が趣味である」、「仕事になる趣味を『3

つ』持て」とも書かれていた。賛否両論はあると思うが、私

は、この考え方に共感できる。生活のバランスを考え、8時

間を仕事の時間として切り売りしてお金を稼ぐより、自由

に使える時間を手に入れると考える方が、私は幸せに感

じる。趣味といえば、今までに見たことがない建物や風景

を見ること（写真1、2、3）、大工道具を集めること、残り1

つはこれから見つけてみようと思う。

　10年後はどのようになっているのだろうか。過去は振り

返ることはできても、未来は想像するしかない。日々の努

力で少しでも創造できるように心掛けたいと思う。

10年後の自分を創造するために

▲写真1　集合住宅建設中（ドバイ）

▲写真2　戸建て住宅建設中（ドバイ）

▲写真3　どこまでも続く尾翼（ドバイ）
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工学部　交通機械工学科　教授　田代 勉
自動車における「約束された10年」？

　これからの10年において、自動運転機能を有する自動

車やEV（電気自動車）が普及していくことが、あたかも約

束されているかのように語られている。一般に新たな技術

や概念に基づくものが拡大し、それが主流になる場合、何

らかの転換点を境に普及が急激に進むことが多い。自動

運転やEVの転換点が今後10年以内にあるのか、身の回

りにどのような形でどの程度入り込んでくるのか、どのよ

うな技術や手段が主流となるのか、その具体像を予想す

ることは難しい。むしろ過去を振り返れば、「約束された

10年」は予想するどころか「混沌とした10年」となるよう

に感じている。

　例えば地球温暖化が問題視され、CO2の排出量削減

に対する要求が高まり始めた1990年代後半からの10年

は、自動車でのCO2排出量削減の取り組みが進展するこ

とを約束されていたとも言える。私はその10年のうちの4

年間、自動車部品メーカーにてドイツにある研究開発部

門に赴任していたこともあり、欧州を中心に自動車関連

企業や大学、研究機関等の考えや活動状況に生で触れ

る機会に恵まれていた。そこで目立っていたのはクリーン

ディーゼルの開発であり、欧州の有力な自動車メーカー

は、燃料を噴射するインジェクタや燃料噴射圧力を管理

する機構などに新しい技術を導入して、性能を格段に向

上していた。日本ではガソリンの筒内直接噴射による希薄

燃焼エンジン、いわゆる直噴エンジンの導入が目立って

いたが、ディーゼルともども排気中の有害成分を十分に

除去できず、時代の中核を担うものとはなりえなかった。

その他に、水蒸気のみを排出する水素エンジンの開発を

強力に進め、その効果や要素技術を各種イベントで積極

的に発表していたドイツの自動車メーカーもあったが、

2010年頃から一気にトーンダウンした。

　一方、エンジンを効率よく使うために重い電池や電気

モータを搭載することへの懐疑的な見方等から、当初芳

しい評価はあまり聞こえなかったハイブリッド車は、10

年が経過した頃には、実は時代に合っているという見方

が大勢を占め、各社が力を入れるようになっていた。この

間、燃料電池自動車含めEVについても要素技術、電池、

インフラ、充電方法など様々な提案や活動がなされ、充電

に時間がかかる欠点を補うために電池の仕様を標準化し

て、スタンドで電池を入れ替える方式を強力に推進したベ

ンチャーもあった。これら以外に、業界内では本当に様々

なアイデアが飛び交っていたことを思い出す。

　しかしながら特に印象深かったのは、CO2排出量削減

と本来関係ないと思われることや、複数の仮定を置いて

論理展開しないと関係を説明できない、私にはこじつけと

しか思えないアイデアがCO2排出量削減に絡めていくつ

も提案されていたことだ。今となっては具体的な内容を思

い出すことはできないが、これらを推進している人たちと

直接話すと、私の考えが浅いのか、彼らにこじつけの意識

はなく、信念を持って取り組んでいたことに驚いた。同時

に、金を精製することはできずとも化学薬品や実験器具

など様々な形で現代の自然科学の礎となった中世の錬金

術をイメージしたことも記憶している。

　さて、これからの10年に話を戻すと、自動運転やEVに

関連して混沌とするであろう状況は、教育に携わる立場に

とって、非常に有用と感じている。例えば私が所属する学

科では、1年前期の科目の授業8回分を用いて「EVの導入

を即、積極的に促進すべきか」というお題に関するグルー

プワークを実施している。ここでは自分の意志と関係なく、

まず「促進すべき」という立場からそれを裏付ける情報を

収集し、想像力を生かして更に考えを展開して発表、その

後、逆の立場で同様なことを実施した後、他のグループの

結果も踏まえて自らの考えをまとめる、というものである。

発表では、EVの成立に必要とされている希少な資源の

採掘現場での問題、新しいものが普及する時の社会現

象、自動車に関わる産業構造を踏まえたものから、植物や

ペットに与える影響、EVになりエンジン音がしなくなると、

車を疾走してストレスを発散している人のはけ口がなく

なって治安が悪くなる等々、一人一人がその志向や興味

に基づいて様々なことを語り、まさに今後の混沌とした10

年を想像させるものであった。同時に、学生達がこのような

「約束」された10年間の「混沌」を活用して力を磨き、さら

にその先の世界へ羽ばたいてほしいと切に願っている。
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工学部　電子情報通信工学科　准教授　山㟢 高弘
　情報や通信の分野において、10年後の世界ではどのよ

うな技術が開発され、社会には何が受け入れられている

でしょうか。情報技術の分野は非常に進化の早い世界で

す。次 と々新しい技術やサービスが提供されています。10

年後の未来を予測することは、なかなか難しいところで

す。

　例えば、過去10年間で何が登場し、我々の生活に入り

込んできたかを考えてみてください。現在、ほとんどの人が

持つようになったスマートフォン、日本でiPhoneが発売さ

れたのがほぼ10年前の2008年7月です。発売当初は普

及について否定的な意見も多かったですが、スマートフォ

ンの広がりは皆さんの知っての通りです。わずか10年間

で完全に世界に受け入れられ、今では無くてはならない

デバイスになっています。

　また、日ごろ利用しているサービスについても、大き

な変化がありました。ソーシャルネットワークサービス

（SNS）の爆発的な広がりです。個人が情報を発信す

るツールとして、10年ほど前はブログが主流でした。

TwitterとFacebookの日本語版がスタートしたのが

2008年、LINEは2011年にサービスが開始されました。

これらのサービスは若者だけでなく、多くの人が利用して

います。

　10年前には無かった機器やサービスが、現在では当た

り前のように使われています。もちろん、鳴り物入りで発

表されたものの期待されたほど受け入れられず、ひっそり

と終了していたという例も数え切れないほど存在します。

　10年後を予測するために、最近の情報技術における最

もホットな話題を考えると、人工知能関連技術の発展が

まずあげられます。将棋や囲碁のプロ棋士にコンピュータ

が勝利したことや自動車の自動運転についてのニュース

について、耳にしたことのある方は多いでしょう。スマート

フォンには人工知能技術を利用した音声認識のシステム

が入っていて、日頃から利用している人もいると思います。

　人工知能（AI）という言葉が生まれたのは、50年以上

昔の話です。何度かのブームと冬の時代を繰り返しながら

進展してきたAI技術ですが、今回の第三次ブームは、今後

の世界を大きく変貌させると予測されています。これまで

のブームと違うのは、研究者間のみではなく世間一般に

受け入れられ、実生活で役立つレベルにまで進化してい

る点です。

　AI技術は人間が行っている知的な作業をコンピュータ

で実現する技術です。人間のように、言葉を理解したり、

物事を判断したり、経験から学習したりすることができま

す。小説や映画に出てくるロボットをイメージするかもし

れませんが、別に人型である必要はありません。そもそも

AIとは、大量のデータを収集処理し、そこから自動的に特

徴を抽出するなどして、人間の知的な活動を再現するソフ

トウェアにあたります。

　10年後の世界では、人間に代わって様々なことを機械

が行うようになっているでしょう。車の自動運転、商品の

管理、病気の診断、投資の判断、保険の審査などこれまで

専門家が行ってきた仕事も機械に置き換えられていくと

言われています。これをAIの脅威と感じる人もいます。半

数近くの人の仕事が機械に奪われてしまい、人間の仕事

がなくなってしまうという恐れです。さらに、2045年には

シンギュラリティ、すなわち人工知能の性能が人間全体

を上回るという予測もあります。SF映画のように、機械

に人間が支配されるかどうかはともかく、ある分野におい

ては、AIの能力は人間を超えています。

　単純な作業やルーチンワークなどは機械に任せて、こ

れからの人間は個別の小さな判断ではなく、大局的観点

からみた最終判断を下すことのできる能力が必要となる

でしょう。また、創造性の必要な領域、人とのコミュニケー

ションが重要な領域も、引き続き人間が重要な役割をは

たす分野でしょう。10年後の社会に対応することができ

るように、技術の波に飲み込まれないように、目的意識を

持って大学生活を過ごしてください。

情報技術における10年後の世界
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工学部　都市創造工学科　教授　水谷 夏樹

2018年は自然災害の多い年だった、
はたして10年後の未来は？

　2018年は「自然災害」という意味で忘れられない年に

なりました。まず、6月18日に大阪北部高槻付近を震源と

する大阪北部地震が発生し、最大震度6弱の揺れで5名

の方が亡くなりました。特に小学校の塀が倒れて犠牲と

なった児童については、痛ましい事故として繰り返し報道

がなされ、本学のすぐ隣にある野崎高校でもブロック塀が

ずれて長い間注意の張り紙が出されていました。

　次に6月28日から7月8日にかけて西日本を中心に台風

7号とそれに刺激された梅雨前線による凄まじい豪雨が

続き、220名を超える犠牲者が出ました。特に岡山や広島

では河川の氾濫や洪水、土砂災害が広範囲に発生し、数

万戸を超える家屋の損壊が生じて、今なお生活再建の目

処の立たない方がおられるとの報道がなされています。

　また、9月4日には台風21号により、関空島で最大風

速が58m/sを超え、およそ60年ぶりに大阪湾で高潮の

記録が更新されたほか、猛烈な風に流されたタンカーが

関空連絡橋に衝突し長期間に渡って橋が使えなくなる

など、大阪湾沿岸で浸水などの大きな被害が発生しまし

た。

　さらに台風21号の被害の全容が明らかになっていな

い中で、今度は9月6日に北海道胆振東部地震が発生し、

最大震度7の揺れによって北海道胆振地方で極めて大規

模な地滑りが発生するとともに、初めて全道が停電となる

“ブラックアウト”と呼ばれる現象が生じました。これら一

連の災害は、自然の驚異の前には人の力がいかに小さき

ことかと改めて考えさせられるものとなりました。

　このように6月からテレビをつけるとほぼ毎日と言って

いいほど災害の報道を目にする日々が続いていて、だん

だん感覚が麻痺してくる感じがしてい

ます。特に台風と豪雨については確実

に地球が温暖化していることから、今

後も台風は巨大化し（この原稿を書い

ている10/24時点でも日本の南海上

に“猛烈な”台風26号が発生していま

す）、梅雨前線の活発化により長雨、豪

雨は頻発すると予想されています。私た

ちは、これからますます雨や風による自然災害に備えてい

かなければなりません。

　ところで今年の夏は、“猛烈な暑さ”でもありました。夏

が暑いと「温暖化している！」と思いたくなりますが、実際

はどうなのでしょうか？気象庁によれば日本の平均気温

は、この100年間で1.19℃上昇しています。この間、世界

では0.73℃の上昇ですから日本は特に暑くなっていると

いうことになります。スペインからやってきたサッカーのイ

ニエスタ選手も「日本は暑い」と言っていましたので、世界

的にも暑い国になってしまったのかもしれません。

　大阪はどうでしょうか？気象庁のデータから簡単なグ

ラフを作ってみたら50年間で1.64℃の上昇になりまし

た。日本全体の平均気温よりもさらに上昇量が大きくなっ

ています。大阪は大都市ですので温暖化だけが気温上昇

の原因ではありませんが、このまま続くとすれば、あと10

年でさらに0.32℃上昇することになる計算です。世界中

の温暖化を研究している人たちは、1980 ～ 1999年の

平均気温から2℃以内に気温上昇を抑えないと、地球は

後戻りのできない変化が生じると警告しています。

　7月28日の台風12号は東海地方に上陸した台風が、

なんと近畿・中国・九州と西に向かって移動していきま

した。また、平成28年の台風10号は、史上初めて東北地

方に上陸しました。これらはいずれも過去の常識が通用

しなくなってきていることを示しています。防災は「過去の

常識にとらわれない」ことが身を守る最も基本的な考えで

す。今後も災害は必ず起こります。あなたとあなたの家族

を守るためにも正しい知識を持って適切な対応力を身に

つけられるよう、これからも学んで下さい。

 ▲気象庁観測所（大阪）の50年間（1968-2017）の一日の平均気温の変化



特
集
２

Special Topics 2

特
集
２

Special Topics 2

OSAKA SANGYO UNIVERSITY REVIEW No.5424

学生相談室　嘱託カウンセラー／全学教育機構　非常勤講師　橋本 尚子
　授業を終えると、そっと教卓に近寄る影。「質問かな？」

と問うと、「うぅ～ん、先生、ちょっと聴いて欲しいことが

あるんですけど……。」と学生。非常勤講師の出講時間内

では対応できない相談の内容に、「この大学には、学生相

談室があるから、そこで、じっくり話を聴いてもらうといい

よ。」と伝えながら、悩みを聴いて欲しい学生が結構いる

なぁ、学生相談室の利用者はきっと多いことだろうと思い

を巡らせていたのが、今から20年前のことです。その6年

後、授業で出講した日の半日を学生相談室の心理カウン

セラーとして、相談業務にも携わるようになりました。本

学の学生相談は、心理カウンセラーの資格を持つ非常勤

講師のボランティアから始まったと聞いています。私の着

任当初、予想外に、学生の利用が少ない状況を知りまし

た。当時の瀬島学長の許可を得て、2,000人の学生を対

象にした『学生相談室に関する意識調査－学生相談室の

周知度と要望、及び、イメージの実態－』を行った結果、学

生相談室の周知度は、2割に満たず、専任教員からは、「う

ちの大学に、学生相談室があったんですねえ。」という言

葉が聞かれるほどでした。そのような存在だった学生相

談室ですが、徐々に、利用者数も増え、教職員や保護者に

対して、学生に対する指導や援助の方針を助言するコン

サルテーションを行ったり、保健管理センターや学生生

活課などの学内の他部署や学外の医療機関との連携体

制も構築されていきました。また、相談以外にも、相談室

を利用する学生の交流の場として、ティー・タイム『凡人

の会』が、週1回開催され、卒業（離学を含む）の際の送別

会なども、スタッフの自前で催されました。相談室は、学生

の安らぎと憩いの場所としても利用され、スタッフの“手作

りの相談室”という印象が、強いものでした。

　平成20年に、『学生相談室規程』が制定され、独立予

算が付くようになった頃には、室長を含めた心理カウンセ

ラー 5名（非常勤嘱託3名、兼任（教養部所属教員・人

間環境学部所属教員）2名）が対応するようになりまし

た。相談内容は、青年期特有の悩みごとの解決や、自我の

確立・人格的成長を目指すものだけでなく、発達障害へ

の支援を要するものが含まれるようになり、その割合は、

現在も増加の一途をたどっています。大学では、学生生活

サポート連絡協議会が設置され、学部学科や事務部署と

の情報共有の機会が持たれるようになりましたし、教職

員を対象にした研修会も、学生相談室が協力して実施さ

れるようになりました。翌年には、発達障害やその疑いが

ある学生を支援するコーディネーター（契約職員1名）

が配属され、学生が必要とする配慮を教員に伝えたり、学

内外の各部署や機関との連携の方向づけを担うコーディ

ネーションがなされるようになりました。学生相談室で、

学生に対して、「学生相談」の他に、「学生支援」が本格的

になされるようになったのは、この時からだと言えます。

　こういった経緯のなかで、年々増加する発達障害学生

への「合理的配慮」については、心理カウンセラーという

立場からだけでなく、教員として、自らの授業での経験を

お話することで、配慮願いを受けとられる教員に、より良く

理解と協力を得ることができていると感じています。

　それから、学生支援は、日々の修学の支援だけでなく、

寝食を共にすることで各障害学生の特徴を深く知り、支

援する際の貴重な情報を得る機会として、1泊2日のスキ

ル・アップ合宿を行い、この行事は、現在まで毎年継続し

て実施されています。また、学生の主体性を養うために、

学生の得意なものを活かして、学生自らが、仲間づくりの

催し物を企画・実施するための支援をしたこともありま

した。

　平成27年には、学生相談室を利用する学生（主に発達

障害やそれを疑われる学生）の「居場所」として、コミュニ

ケーション・ラウンジが設置されました。そこでは、コー

ディネーターが、前述の対応をするだけでなく、スタッフが

交代で、週1回昼休み時間、及び、後期が始まる前の9月

の3日間を使って、コミュニケーション・スキル充実のた

めの学生研修を行い、学生支援の幅を広げています。

　また、障害学生に対するノートテイク等の支援活動は、

コーディネーターが統括し、支援を申し出た学生によって

行われています。

　さらに、学生相談室では、昨年から、西口室長が中心と

なり、新入生を対象にしたアセスメントシートを実施し、

大学教育の一環としての学生相談・
支援の視点から、10年後を思う
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その情報を学部学科にフィードバックするという取り組み

を進めています。

　学業不振のため、退学を考えて相談に来る学生も多く

います。学業不振に陥りやすい傾向がみられる新入生の

情報を、学部学科の教員が早期に得ることができれば、当

該学生に対して、早期の指導や支援を行うことができ、結

果として、留年や離学の減少に繋がっていくことになりま

す。

　この学生相談室と学部学科の連携の取り組みが、今後

も継続されることにより、学生の修学支援の一層の充実

がなされていくことと思います。卒業後の進路についても、

若者サポートセンターの他、特に、発達障害学生を対象と

した就労移行支援施設や、大阪府の支援関連の事業体

などと情報交換を行い、学生に紹介し利用を促していま

す。連携に関する新規の開拓についても、各スタッフが情

報を広く集める努力をしていっているのが現状です。

　さて、今から10年後の学生相談・支援のあり方を考え

ると、障害者差別解消法の施行に伴い、現在は、努力義

務となっている私立大学での障害学生への「合理的配慮

の提供」が、今後、法的に義務化されていくでしょうから、

支援体制の充実を図るために、現在、学生相談室が抱え

ている課題を迅速に解決していくことが求められることに

なるでしょう。まず、学生相談は、守秘義務はもちろんのこ

と、場合によっては、生死と向き合う過度な負担と責任を

伴う業務ですから、本学と同規模、或いは、それ以下の他

大学の多くでは、日本学生相談学会（本学は機関会員）が

発行している『学生相談機関ガイドライン』に基づき、室

長はもちろんのこと、学会認定の大学カウンセラー（高

等教育機関の学生相談専門のカウンセラー資格・教員

であることが望ましいとされている）や、その他の様々な

背景をもつ心理カウンセラーが、専任の専門職として権

限を保障され活動しています。コーディネーターについて

も、同様に考えることが望ましいでしょうし、増加し続ける

発達障害学生への対応には、コーディネーターの増員が

必要です。また、ガイドラインでは、学生相談機関には、専

門的活動を支える事務部門があり、受付や必要な事務

業務を行う職員が配置され、その高等教育機関の事務

分掌の中に位置づけられていることが必要であるとされ

ています。本学では、コミュニケーション・ラウンジに、1

名（パート事務職員）配属されています。いずれにしても、

学生を支える機関に属する者の足元が揺らぐような体制

では、支えを必要とする者を支えきることはできませんか

ら、本学も、ガイドラインが示すような体制をとることが望

まれます。また、現在は、2か所に分かれている学生相談

室（12号館5階）と、コミュニケーション・ラウンジ（ラン

ゲージ・カフェの2階）の施設（相談窓口）は、1か所に集

約されることで、より機能的な連携がなされるでしょうし、

保健管理センターとの連携も考えると、両施設が物理的

にも近いとより良いでしょう。さらに、学生相談室は、悩み

を抱える学生のためだけではなく、すべての学生を対象

に、ストレス・マネージメントなどの心理教育を行う予防

的な対応、また、発達障害だけでなく、さまざまな障害に

ついて、理解を促し、日常生活の中で、自然に支援の手を

差し伸べることのできる学生を育てることも必要だと思い

ます。そのような目的で行う授業や、学生の交流の場がで

きればよいと思います。そして、学部学科では、教職員によ

る日頃の指導や支援を通じての、すべての学生を対象とし

た予防的な対応（日頃の声掛けによる学部学科での「居

場所」づくりなど）も、より一層なされるようになっていけ

ば、「チーム・オール大学」による、学生ファーストの大学

として、学生が、活き活きと学生生活を営むことができ、

大学に誇りと愛着を持って、社会に旅立っていけることで

しょう。

　ちょうど様々な楽器が、それぞれのパートを担って、人

のこころを魅了する美しい曲を奏でるオーケストラのよう

に、教職員・カウンセラー・コーディネーター、さらに、学

生によるピア・サポーターなどの立場や役割を異にする

者が、それぞれの特性を充分に活かし、学生の支援を行

うといった全学的な学生支援体制の充実に、学生相談室

が支えとなっている。そのような学生相談・支援のあり方

が、実現されていることを夢見ています。
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経営学部　経営学科　教授　朴 容寛

リーダーシップのあり方に関する研究
－「偉大なる平凡人たれ」を中心に1

学園創立90周年記念号に寄せて

Ⅰ　研究目的

　本稿では、学校法人大阪産業大学の建学の精神である

「偉大なる平凡人たれ」（Greatness for the Masses）

を理解するために、まず、「偉大さ」と「平凡人」という概念

の融合がはたして矛盾なのかどうかを明らかにした後、

学校法人大阪産業大学の創立者瀬島源三郎の略歴と大

阪産業大学の歴史を探ってみたい。次に、創立者瀬島源

三郎の雅号（pen name）である「不有」の意味と「偉大な

る平凡人たれ」の由来を分析したい。そして、リーダーシッ

プのあり方に関する理解を深め、職責とは関係なく誰で

もリーダーであることと、いかに「偉大なる平凡人」として

リーダーシップを発揮できるかを論じたい。

Ⅱ　「偉大さ」と「平凡人」という概念の融合

　本稿では、まず建学の精神である「偉大なる平凡人

たれ」が矛盾であるかどうかを明らかにするために、昨

今、流行っているが、人々に誤解や混乱を感じさせている

「サーバント・リーダーシップ論」を取り上げたい。

　ロバート・グリーンリーフ（Robert K. Greenleaf: 

1904-1990）はヘルマン・ヘッセ（Hermann Hesse: 

1　�本論文は、筆者の論文［『大阪産業大学経営論集』20（1）: 
21-54（2018.10）］を簡潔に要約し、注釈や参考文献等は
省略したものである。

1877-1962）の著作『東方巡礼』（「東方巡礼」という旅

の雑用をしながら、同旅を支え、仕えてきたレーオ（Leo）

が実はその教団のリーダーであった物語）からアイディ

アを得て、1970年に「サーバント・リーダー」（The 

Servant as Leader）という一応、矛盾した概念を語り

始めた。グリーンリーフによると、「サーバント」（奉仕者）

と「リーダー」の融合は、ある意味では危険な創造のよう

に見える。ところが、実は、あらゆる地位や職業において、

一人の人間がこの二つの役割を併せ持つことは可能であ

り、その人間は現実の世界で実りの多い一生を送っている

（Greenleaf, R. K. The Servant as Leader, 1970）。
　この「サーバント」と「リーダー」という概念の融合と同

じく、一見、矛盾であるように見える「偉大さ」と「平凡人」

という二つの概念の融合である「偉大なる平凡人たれ」

も、ある意味では「危険な融合」のように見える。ところ

が、「私は秩序を信じるが、なおかつカオスからの創造を

望む」矛盾に満ち溢れている我々の概念世界を考えると

「サーバント・リーダー」も「偉大なる平凡人たれ」も、決

して矛盾ではない。

Ⅲ　創立者瀬島源三郎の略歴と大阪産業大学の歴史

　創立者瀬島源三郎の略歴と大阪産業大学の歴史の中

で、特に注目したいことは次の通りである。まず、大阪産業

大学の建学の精神である「偉大なる平凡人たれ」と、創立

者である瀬島源三郎の雅号である「不有」が載せられ始

めたのは、1958年（昭和33年）11月に刊行された『大阪

交通学園三十年史』であり、これはロバート・グリーンリー

フが「サーバント・リーダー」という概念を考え出した12

年前であることを注目したい。

　この建学の精神である「偉大なる平凡人たれ」および瀬

島源三郎の雅号「不有」に関する意味とその由来に関して

は『大阪交通学園創立四十周年誌』（1968）に詳細に載

せられているが、瀬島源三郎が当時68歳の時、文部省の

指名により、ロンドンで開かれた英国の教育組織と選職

教育という展示会を参観したついでに行ってきた、約四十

日間（1959年5月20日～ 6月30日）のヨーロッパの旅で

も影響を受けなかったとはいえない。なぜかと言えば、瀬

島源三郎は、『ヨーロッパの旅』（1960）の中で欧州各国
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の国民は日本人や日本の社会とは異なり、日常生活や文

化として、自分を殺して公（隣人や社会人類）のために自

己利益を犠牲にする精神があり、しかも自発的に行われ

ていると語っているからである。

　瀬島源三郎は、『大阪交通学園創立四十周年誌』の回

想録の中で、大阪交通学園の創立の主旨に関して次のよ

うに語っている。

　　�従来の教育のごとく、出世のための手段としてではなく、そ

ういう功利を離れた教育の場をつくるということが、国全体

の文化向上への大前提であると考えたのが、本学園創立の

主旨であり、従って人間各自の使命を完全に果し、それが生

を享けた人間の生き甲斐であるという教育のあり方を、私

は考えた。偉人になるとか、学者になるとか、名誉や地位の

高い人間になるとか、金持ちになるとか等の、小乗的な功

利主義的な考えを捨てて、いざとなれば、おのれを殺して人

間社会に貢献する、それが自分の生き甲斐であり、そして、

それが同時に平和で幸福な生活に繋がり、従って長い人生

への生の悦びであるというような考え方を持って、平凡なよ

うだが、かくなくてはならない人間社会構成への最もよき

分子になる教育を私は考えた。これこそ、私の考えた人生に

おいて最も偉大なものであると……（『大阪交通学園創立

四十周年誌』1968: 344）。

Ⅳ　「不有」と「偉大なる平凡人」に関する理解

　瀬島源三郎は自叙伝である『不有の記』（1962）の「著

者のことば」および『学校法人大阪産業大学五十年史』

（1980）の中で、老子の教えである「萬物作焉而不辞、

生而不有、爲而不恃、功成而不居、不惟不居、是以不去」

（万物を作って自己のものとしない、またそれを成し遂げ

ても恃みにしない、功なってもそこにおらない、それが故

に永久に去らないという不有の教訓を心の左右において

離さないようにしている。だから私自身の手にあるものは

一物もない代わり、また奪われるものはないのだ）（天下

皆知章第二）中の「不有」を自分の雅号としたと語ってい

る。この「不有」をより理解するためには、瀬島源三郎の人

生観に何よりも大きな影響を与えた瀬島源三郎の故郷

岡山県真庭郡にある川東村の小松哲一郎翁を理解しな

ければならない。当時村長であった小松翁は、他人に比べ

て優れた才能をもち、かなりの財産を親から受け継がれ

たので、家柄と財産に恵まれた人であった。ところが、クリ

スチャンであった小松翁は優れた家柄や地位や才能や財

産を自分のために、自分の家族や自分の派閥のために、あ

るいは投機事業や遊興のために使ったのではなく、人々

や社会のために社会事業や他人の救済のために一生を

過ごし、偉大なる影響を与えてきた「偉大なる平凡人」の

模範を示したわけである。

　瀬島源三郎は天城中学校に通っていた頃、この小松翁

と対話しながら、大きな感銘と教訓を受けたことに関して

次のように述べている。

　　�小松翁はよくこんなことを私にいった。「源さん富士山ネエ」

「ハアツ」……私は小松翁がなにをいい出すのか、とっさ

に判断がつかなかったのだ。「あの山の頂上に住みたいか

い、それともふもとがいいかい」「………」私はなんと答える

べきか返事に困った。富士を憧れて登山するものはふもと

を見に行くものはない。頂上を征服する満悦に酔うためで

はなくてなんであろう。「そりゃ頂上と違いますか」……と

答えると「そうだろう。その通りみんなが頂上をねらってい

るんだヨ、ところがあそこはせまいのだ。そのせまいところに

人間がひしめき合う、それでは住みにくいヨ、それよりもふも

とにいることだ。頂上にいて多くの人から見上げられるよう

な人間、そして自分が人を下にみる頂上の生活は決してほ

かのものがみるほどいいものではないはずだ」とこういう。

寸尺の土地を争って他の競争者を押しのけ、つき落とす生

存の浅間しき戦いで無垢であった心に憎悪と哀感という人

間苦で汚ごしているありきたりな世間に対する小松さんら

しい警句なのである（瀬島源三郎『不有の記』1962、15-

16）。

　ところが、瀬島源三郎は、いつのまにか小松翁の遺訓に

そむき、「学校を出ると上京し、人と人の生存の修羅の場

で立身という頂上を求めてしのぎを削るようになった」と

自分を恥ずかしく思うようになった。よって、瀬島源三郎

は、故郷岡山県にある小松翁の墓前に額づき、自分は何

よりさきに「こんごは偉大なる平凡人で終わろう」と誓っ
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たのである（瀬島源三郎『不有の記』1962、17）。

　このような経緯があったので、瀬島源三郎は1971年

（昭和46年）7月に、学校法人大阪交通学園理事長を辞

任した後、理事長を自分の息子に譲らず、1971年（昭和

46年）7月から1972年（昭和47年）3月までは大谷貴義

に、1972年（昭和47年）5月から1978年（昭和53年）5

月までは長藤友三郎に理事長を任させたのである。これ

こそ、瀬島源三郎の雅号「不有」の精神であり、彼自身が

建学の精神である「偉大なる平凡人」の模範を示したと考

えられる。

Ⅴ　リーダーシップのあり方

１　リーダーシップとリーダーの定義
　本稿では、環境変化や状況によって変わるリーダー

の行動（Doing）ではなく、望ましいリーダーシップの

あり方（Being）に関して論じたい。リーダーシップとは

支配力ではなく「影響力」であると言える。リーダーシッ

プが問題や目的設定と、その目的を達成する手段やプ

ロセスにおいて、ただ合理的であり、効率的であればよ

いわけでもない。よって、リーダーシップには目的達成

する能力（Capability）ばかりではなく、人格の高潔さ

（Integrity）をも含まれる。本人の意図があろうとなかろ

うと、職責や地位や家柄などとは関係なく誰でも人類社

会や自然界に影響を与えているのは確かであるので、我々

は平凡人であるが誰でもリーダーであることを否認する

ことはできない。

２　リーダーシップのあり方のCIモデル
　人間は誰もが人々からなる社会ばかりではなく、自然

界にも影響を与えるので、誰でもリーダーシップを発揮

すべき責任がある。問題になるのはいかなる影響を与え

るリーダーなのかである。昨今の出入国審査の自動化、

シャトル電車の自動運転などIoT、ビッグデーター、AI、
RPA等の新しい技術による第四次産業革命時代におけ

るヒトは、一人ひとりが自分の専門分野における意思決

定をせざるを得ないし、それが企業および社会に大きな

影響を与えるようになった。悪い狙いやたくらみを持って

いる人々がこれらの技術を悪用するか、あるいは人類社

会のために貢献したい人々がこれらの技術を善用するか

によって、その結果が人類社会にもたらす影響力は両極

を走る。したがって、今の時代で問われるのは、リーダー

シップのあり方である。

　本稿では、リーダーシップとは人類社会に影響を行

使するための能力（C: Capability）と人格の高潔さ（I: 
Integrity）の高低によって、リーダーシップのあり方のCI
モデルを提案したい。まず、人格の高潔さの高低によって

悪いリーダー（Bad Leader）と偉大なリーダー（Great 

Leader）として分類したい。2 さらに、悪いリーダーを非

倫理的かつ能力もないリーダー（ci型）と目標を達成す

る能力は高いが自己中心的で自分の腹だけを肥やす邪

悪なリーダー（Ci型）としてタイプづけ、また、偉大なリー

ダーを組織の目標を達成する能力は平凡だが人格の高

潔さを保っているリーダー（cI型）と組織の目標を達成す

る能力も、人格の高潔さと人々や社会に貢献したい情熱

をも持っているリーダー（CI型）として分類したい。

　悪いリーダーは、自己中心的で自分の腹だけを肥やす

ために相手を虐待・搾取したり、仲間を踏みつけたり、仲

間の手柄を横取りしたり、自己本位な振る舞いをわざと

し、結果的に人や社会や自然界を萎えさせる影響を与え

るリーダーである。偉大なるリーダーは自然界と社会に偉

2　�ヒトは誰でもリーダーであるし、リーダーシップを発揮する責
任がある。リーダーの基本的な使命は組織の目標を達成する
ことなので、凡人並みに影響を与えながら組織の目標を達成
するリーダーは良いリーダー (Good Leader)だといえる。

Capability（能力） 
       高 

 
 
 
 
 
 

     低 

Ci 型 CI 型 

ci 型 cI 型 

               低                           高 
Integrity(人格の高潔さ) 
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大な影響力を与えるリーダーである。偉大なリーダーは、

社会倫理に反することをしないことにとどまらず、自己利

益に走らず、その人がいるだけで周りが豊かになり、たと

え自分自身には損になっても、犠牲になっても、人に、社会

に悪い影響をあえて与えない、さらに人のために、社会の

ために、全世界のために仕え、貢献する人々である。

　私たちの身の回りで、馴染んでいるcI型リーダー（偉

大なる平凡人）は、母親と父親であるといえる。生まれた

ばかりの赤ちゃんにとっていかなる偉人や社長や大統領

や権力者よりも偉大なリーダーは自分の母親と父親であ

る。母親と父親は自分の子供に偉大なる影響を与えるに

も関わらず、自己利益に走らず、子供のために自己犠牲し

ながらも食べさせ、飲ませ、洗わせ、着かえさせ、教育させ

るのに全力を尽くして支えて、仕える。子供達は、親の自己

犠牲によってより高い自我と自尊感と大きな夢とビジョン

をもって未来に向かって飛翔することができる。

　瀬島源三郎が大阪交通学園の創立の主旨として語っ

ている「偉人になるとか、学者になるとか、名誉や地位の

高い人間になるとか、金持ちになるとか等の、小乗的な功

利主義的な考えを捨てて、いざとなれば、おのれを殺して

人間社会に貢献する…（中略）…平凡なようだが、かく

なくてはならない人間社会構成への最もよき分子」（『大

阪交通学園創立四十周年誌』1968: 344）を筆者のリー

ダーシップのあり方のCIモデルに照らして見るとcI型に

近い。ところが、1980年に発行された『学校法人大阪産

業大学五十年史』の中にある建学の精神である「偉大な

る平凡人たれ」は、「深い人生観と広い世界観を養うとと

もに、新しい産業社会の発展と人類の福祉に寄与でき

る、世界的視野に立つ近代的産業人の育成にたゆまざる

情熱を傾け、日進月歩の社会発展に対応できる学府とし

て棋界に貢献する」ことは、リーダーシップのあり方モデ

ルのcI型から、さらにCI型を目指す大阪産業大学の教育

理念であるといえる。

Ⅵ　結論

　大阪産業大学の建学の精神である「偉大なる平凡人た

れ」を理解するためには、「偉大さ」と「平凡人」という概念

の融合の妥当性、ヒトは誰でも人類社会に影響を与える

リーダーシップの責任があり、リーダーシップとは影響を

与える能力と人格の高潔さからなることを理解する必要

がある。リーダーシップのあり方で問われるのは、目標を

達成するための能力ばかりではなく、いかなる影響を与え

るリーダーなのかである。

　「偉大なる平凡人たれ」の英文である「Greatness for 

the Masses」が雄弁に物語っているのは、一般的にいわ

れる偉人とか、英雄とか、金持ちとか、聖人とかではなく、

自己中心的に自分や自分の派閥の腹だけを肥やすのを

やめ、少しは損になっても、自己犠牲になっても、「多くの

人々」（the Masses）のために、人類社会や自然界のため

に貢献する「偉大さ」（Greatness）である。よって、偉大な

る平凡人とは、社長とか、取締役とか、部長とかの職責や

地位や家柄などに問わず、誰もが人々や社会や自然に偉

大な影響を与える普通の人々をいう。偉大なる平凡人に

なる第一歩は、自己利益だけを求め、人々や自然界に悪い

影響を与える悪いリーダーにならないことである。偉大な

る平凡人になる次なるステップは、自分自身がどんな地位

にあろうが、人々や社会や自然界に影響を与えるリーダー

シップの責任を負っていることを認識し、模範を示すこと

である。そして、偉大なる平凡人になる第三のステップは、

何をしてもどこにいても「人格の高潔さ」を守ることであ

る。従って、偉大なるリーダーシップの真髄は優れた人格

であるといえる。完全な人間はいるわけではないが、リー

ダーが行うすべてにおいて、何をしても、どこにいても、す

べてが真実で、すべてが正しいし、すべてが称賛に値する

ことを行う人格がある人々が「偉大なる平凡人」なのであ

る。

　また、偉大なるリーダーシップは知識だけではなく実践

が伴わなければならない。相手にやってもらうより、自分

自身から仕える模範を示し、信頼されることが大事であ

る。明日からではなく、今日、この瞬間から始まる実践が

大事である。このような文脈から大阪産業大学の建学の

精神である「偉大なる平凡人たれ」を再解釈すると、まさ

に社会や自然界に偉大なる影響力を与える夢とビジョン

を持って未来に向けて飛翔する偉大なリーダーを育成す

る学校法人大阪産業大学の教育理念であるといえる。



▲平成30年度 写真・イラストコンテスト（写真部門）努力賞作品
　『Beauty of Modernization』
　SINGHAVONG LOUANGSADED（工学部　電子情報通信工学科）
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工学部　機械工学科　吉田 彩乃
青柳美扇氏による書道パフォーマンスを見て

　私は今回、青柳美扇さんの書道パフォーマンスのお手

伝いをさせていただき、パフォーマンスも拝見させていた

だきました。お会いすると私がイメージしていた書道家の

イメージとは違い、綺麗で優しそうな印象を受けました。

　パフォーマンスの時、舞台袖から登場すると、用紙が張

られた台の前に立ち、何も持たずに手を使って文字の大

きさや配置をイメージなさっているようでした。そして、ダ

ダンッという音楽とともに身体全体を使って字を書き始

めました。会場にいる皆さんも私も、何の字を書くのだろ

うと緊張感やワクワクした気持ちでステージを見ていまし

た。

　字には、一画一画に力が込められており美扇さんの強

い思いが表現されているように感じました。今回書かれた

「夢」という字はとても力強く、最後の一筆には未来を感

じました。書き始めと書き終わりが音楽とピッタリ合って

いて書くスピードもかなり練習されているのだなと思いま

した。写真のみ可となっていたこともあり、書き終わると

ほぼ全員がスマートフォンを取り出し写真を撮っていまし

た。最初は撮るつもりが無かった人も感動し、撮っておこ

うと心が動かされたのではないかと思います。会場の一

番後ろから見ていて、皆さんが写真を撮るために挙げたス

マートフォンの数の多さにビックリしました。最近は公演

が多く時間がつくれない中、それでも一日何百枚と練習さ

れているようで尊敬しました。海外でも公演なさることも

多いそうで、言葉が通じないからこそ作品を通じて思いを

伝えるそうです。漢字を使わない外国で線の強弱や字の

大きさ、気持ちで思いを伝えるのは難しいと思うので本当

にすごいなと思いました。

　30分ほどのトークショーでは美扇さんの幼少期どんな

子どもだったのか、綺麗な文字を書くコツを教えてくださ

りました。漢字は大きく、ひらがなは少し小さく、字が中心

線を通るように意識して書くと綺麗な字が書けるそうで

す。字の癖はすぐに直るものではないので、今から意識し

て直したいと思いました。そして就職活動で履歴書を出す

ときに綺麗な字が書けるようになっていたいです。

　その後、2作品目を書いてくださりました。「阪駒祭」とい

う学祭名なので思いを込めて書くのは難しかったと思い

ますが、字からは力強さを感じかっこよかったです。

　1作品目は布地の用紙に書いていらっしゃったので筆

がはしらず、とても書きにくかったと思います。2作品目は

一見普通の半紙のように見えましたが、よく見ると襖に書

かれていて驚きました。私は今回初めて生で書道パフォー

マンスを見ましたが、普通の書道とは全く別物なのだと思

いました。出来上がった作品だけを観客に見せるのでは

なく、書いている姿も含めての書道パフォーマンスで、用

紙も私たちが驚くような書きにくいもので思いを届けるた

めにたくさんの工夫をなさっているのだと思いました。一

回パフォーマンスをすると墨汁が服に飛び散ります。衣装

はどうなさっているのですか？と尋ねると一回限りで終わ

りだそうです。とてももったいなく感じましたが、舞台袖か

ら墨汁まみれでドロドロの衣装を着て登場したところを

想像すると、やはり綺麗な衣装を着てほしいと思ってしま

いました。

　今回、美扇さんの書道パフォーマンスを見て私も何か
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頑張れることを見つけたいと思いました。高校生の頃は部

活を頑張っていると胸を張って言えたのですが、今はそん

なものが無くただ何となく一日が終わっていってしまって

いるように感じます。毎日忙しい中でも今の自分に満足せ

ず、成長しようとしている美扇さんのようになれるようにま

ずは小さなことから頑張っていきたいと思います。
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　この度、大阪産業大学学園創立90周年を記念して、

我々学生自治会執行委員会とOSUエルダープロジェクト

で学生企画を行いました。その学生企画について、実行す

るまでの過程と企画の詳細、報告をさせていただきます。

　昨年度、卒業生である前学生自治会会長の「創立90周

年を祝う企画を実現して成功させてほしい」という強い想

いを引き継いで、私が企画を進めていきたいと考えていま

した。その時、OSUエルダープロジェクトのある方から「自

治会とエルダープロジェクトでコラボ企画をしたい！」と、

お声を掛けて頂きました。その結果、学生自治会執行委

員会とOSUエルダープロジェクト共催で本企画を実行す

ることとなりました。

　本企画は本学学生約8000人全員で盛り上げ、学園創

立90周年をお祝いすることを目的としており、少しでも多

くの学生に90周年であることを知ってもらえるような企

画を考える必要がありました。幾度の会議を行い、本企画

としてスタンプラリーとイルミネーションを行うことが決

まりました。

　スタンプラリーは学内の様々な施設を巡って、普段あ

まり接点の無い施設や場所で新たな発見ができるような

ものにしました。参加者全員に記念品のメモ帳を配り、後

日当選者発表を行って当選者に豪華景品をお渡ししまし

た。2週間、期間を設け参加者は168名と、沢山の方に参

加して頂くこととなりました。

　イルミネーションは中庭、本館前、バス停付近の三カ所

に電飾を設置し点灯しました。

　第53回阪駒祭でイルミネーション点灯式を行い、沢山

の来場者に見ていただきました。学生からも評判は良く、

キャンパスを歩いていると「イルミネーション綺麗～」など

の言葉がよく耳に入ってくることがありました。SNS連動

企画として、Twitterでハッシュタグを付けてイルミネー

ションの写真を投稿すると、抽選で景品が当たる企画も

同時に行っていました。 

　本企画が創立90周年の企画に相応しく、10年後の創

立100周年への大きな第一歩になったと実感しておりま

す。100周年ではより一層大学全体で盛り上がれるよう、

今後も後輩の指導と楽しい企画の考案・実施に努めて

いきたいと思います。

　最後に、約1年間を通して一緒に立案から実行までを

成し遂げて下さった企画メンバー、そして本企画において
▲スタンプラリー 当選者発表の様子

▲イルミネーション 本館前の様子

▲イルミネーション バス停付近の様子

学生自治会執行委員会　企画担当　喜入 輝
学園創立90周年記念　学生企画を終えて
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様々な御支援や御援助、御協力頂きました協賛団体であ

る学校法人大阪産業大学と大阪産業大学学会に心から

感謝申し上げます。

� （工学部　電子情報通信工学科）

▲イルミネーション 中庭の様子

▲点灯式 カウントダウンの様子
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１．はじめに

　私達のプロジェクトは、大阪産業大学の前身である大

阪鉄道学校が今年で創立90周年ということで、原点に帰

りもう一度鉄道について詳しく学ぶことをテーマに始動し

ました。

　活動内容としては線路幅127mm（5インチゲージ）を

使い、現実とほぼ同じ信号システムや車両制御などの製

作を行っています。最終目標として鉄道技術の向上とキャ

ンパス内を移動する負担の低減のためにキャンパス構内

に軽便鉄道を引くことを目指しています。実際、キャンパス

内の移動は学部によっては移動距離が異なり、取る単位

によっては受ける教室までの距離がかなり長いことがあり

ます。そのため、状況によっては講義に間に合わなくなり、

遅刻扱いにされることもあります。また無事講義を受けら

れても教室移動の疲れにより授業に集中できない事もあ

ります。その問題を解決するためにキャンパス内に鉄道を

引いて、少しでもその負担を低減したいと思いました。

２．車両製作について

　まず初めに、鉄道部門のメンバーで乗用客車のデザイ

ン案を出し合い、出た案を元にプロジェクトメンバー全員

でアンケートを行い、決定したデザイン案を元に設計図

を製作しました。その際、初の車両製作であることを考慮

して、複雑な構造にせずにできるだけ簡素で質素な形に

し、整備のしやすさや持ち運びやすさを重視した上で設

計図を製作いたしました。

　次に車体の製作を開始しました。初めは骨組を作り、

それと平行して屋根の製作も行いました。その後に床板

の加工を行いました。今回は車両搬送時の負担低減のた

め、骨組と床板は溶接せずに上に載せるだけにしました。

そして側板の穴あけを行いました。側板はボルト止め方

式にして、デザインを交換できるようにしました。最後に

作った乗用車両にデザインを施しました。今回は時間が

なかったため、帯や窓は塗料を使わずにテープを使用しま

した。またステンレスを多く使用しているため、ステンレス

要素を多く残し、帯と窓を付ける程度にして、質素で目立

つデザインにしました。屋根にはヘッドライトを取り付け、

前面と後面には行き先を記入するための小さな黒板を付

けました。

　最後に走行機器やバッテリーを車両に載せ、試運転を

行いました。試験走行では目立った不具合はなく、快調に

走行しました。今回はかなり切羽詰って作業を行った上、

技術が未熟の方が多く占めていたため、無事に完成でき

るかと心配していましたが、無事に何事も無く完成できて

よかったと思いました。

３．学祭の様子

　そして学祭当日、私達は本館4階にて製作した乗用車

両とその車両の製作過程やプロジェクト紹介を記載した

パネルの展示と、製作した乗用車両の試走を行いました。

今回は場所の関係により1周に線路を敷くことができず、

U字型で敷き、往復運転を行いました。また今回は安全の

ため、車両に人を乗せて走らせることを一切禁止にしまし

た。

　今回、見学に来られた方は家族連れや大人連れ、OB

の方などを含めて約30名でした。その中には驚く人から

誉める人もいたり、子連れの家族であればはしゃぐ子もい

ました。今回、作ったデザインに満足していただけるか少

し心配ではありましたが、多くの見学者の方々に満足して

もらえて良かったです。

　特に子供からは「かっこいい」という声が出たとき、私

は内心うれしかったのと同時に安心しました。今回来てく
▲今回完成した乗用車両

OSU鉄道プロジェクト代表　森田 和真
新たな鉄道への一歩
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れた子が見学会をきっかけに鉄道の事をより深く好きに

なって欲しいと思いました。そして最後は無事に大きなト

ラブルも起きずに学祭を終えることができました。

４．最後に

　今回、乗用電車の作成に協力してもらった大津山研究

室の皆様および製作においてのアドバイスを与えてくれた

企業や大学生徒の皆様、予算を出してもらった大阪産業

大学学会、そして短期間で共に車両を製作してもらった

プロジェクトメンバーに改めてもう一度深く御礼と感謝を

申し上げます。

� （工学部　交通機械工学科）

▲学祭当日の展示風景
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　12月4日に関西フィルハーモニー管弦楽団のクリスマ

スコンサートのアルバイトとして参加しました。

　お昼過ぎから、ポスター貼りや椅子の掃除、受付の準

備、受付に置くパンフレットの準備をしました。準備中

続 と々出演者の方が会場に到着され、控室に向かわれる

方、会場で楽器の調整を行う方と出演者一人一人リハー

サルまでの過ごし方が違いました。15時からリハーサル

が行われました。私は別の所で作業をしていたこともあ

り、リハーサルは見ることができず、本番までお預け状態

になりました。開場時間30分くらい前から少しずつお客

様がお越しになりました。私は受付にてお客様のお迎え

をしていました。お客様は小さいお子様からご年配の方ま

で幅広かったです。

　開演時間になると同時に私も中に入り、鑑賞させて頂

きました。久しぶりにオーケストラの演奏を聴き、とても迫

力があったので鳥肌が立ちました。やはり生で聞く音楽は

素晴らしいと感じました。途中、指揮者体験コーナーがあ

りました。3名のお客様が実際に指揮台に立ちました。お

客様一人一人違った個性があり、また指揮者がどれほど

凄いかがわかりました。ただ棒を振っているように見える

指揮者ですが、実際はとても大きな役目を果たしているの

です。

　演奏会は1時間ほどで終了しましたが、アンコールでは

クリスマスメドレーとして「赤鼻のトナカイ」「ホワイトクリ

スマス」「サンタが街にやってくる」の3曲を演奏していただ

き、皆さんとても楽しげに聴き入っておられました。

　終演後、お客様をお見送りしましたが、どのお客様も笑

顔で楽しそうでした。沢山のお客様が満足して下さったこ

とを実感しました。1時間という短い間でしたが、音楽に

実際に触れることにより、心が穏やかになり、多くのお客

様と同じように笑顔が溢れるようなコンサートでした。日

常を忘れて音楽に浸る時間もいいと思いました。

デザイン工学部　情報システム学科　吉向 宏恵
関西フィルハーモニー管弦楽団クリスマスコンサート
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　私は夏休みに初めて学会主催の和菓子作り体験会に

参加しました。

　滋賀県にある叶 匠壽庵の和菓子職人の指導のもと、

和菓子作り体験を行いました。

　最初に日本家屋の雰囲気が漂う建物に案内され、叶 

匠壽庵でつくられた和菓子を試食しました。今回試食し

たのは、「あも」という小豆でお餅を包んだ和菓子です。私

自身、今回初めて食べました。食べてみると中にはもっち

りとした白いお餅、熱いお茶に合う美味しさでした。お話

をお伺いすると、季節により味が変わるそうです。

　お昼もお弁当箱の中には和の雰囲気溢れる色鮮やか

な料理が並んでおりあっさりとした味でとても美味しかっ

たです。普段はこってりとしたものに慣れているからか、い

つもと違う感じがしましたが、日本食の良さを改めて実感

することができました。

　午後から和菓子作り体験会が始まり、叶 匠壽庵の和

菓子職人の指導のもと、夏をイメージした和菓子を一つ

一つ手作りしました。職人の方はいとも簡単に作られてい

ましたが、いざやってみるとこれがなかなか難しく、思うよ

うに生地がつかなかったりしましたが、隣同士教え合いな

がら一つ一つ作っていきました。

　私自身、完成に近づけば近づくほどに気分が盛り上が

り、4つ全て完成したときには日本の和菓子の繊細さを実

感しました。

　その後は和室の通されお抹茶をいただきました。私は

抹茶の味のするものは食べたことはあるのですが、お抹茶

を飲むのは初めてでした。飲んでみると、お茶にありがち

な渋みは一切なく、美味しくいただくことができました。

　そしてお土産を購入し叶 匠壽庵を後にし、ラ コリーナ

近江八幡へと向かいました。

　ラ コリーナ近江八幡は自然に囲まれた小規模なショッ

ピングセンターのような施設でした。周りが自然に囲まれ

ているからか、空気が澄んでいて散策しているだけでも風

が気持ちよかったのをとてもよく覚えています。

　敷地内には田んぼもあり、成熟した稲穂も見ることがで

きました。

　散策をしたのちにラ コリーナ近江八幡を後にし、無事

その日の見学会を終えました。

　日本文化に触れる機会があまりない昨今、今回このよ

うな体験会に参加して、日本の食や文化についてより深く

知り、たくさん触れることができました。

　「和菓子って普段からよく食べるけれどどのように作ら

れているんだろう」といった疑問を解決でき、「地域に根付

く名産品の和菓子があるならばもっと知りたい」と思うよ

うになりました。

　短い時間ではありましたが、本当に貴重な体験をする

ことができました。このような体験会を企画された学会の

方々をはじめ、叶 匠壽庵の皆様、そして教授の皆様、今回

一緒に参加した方々へ改めて深く御礼申し上げます。あり

がとうございました。

� （デザイン工学部　情報システム学科）

小籔 竜也　
和菓子作り体験会に参加して
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　私は、昨年に続き二回目の羽田機体工場見学に参加さ

せていただきました。一年目はANAコース、二年目はJAL

コースに参加しました。どちらの見学もとても感動的でし

た。一年目の見学の時は船での羽田空港沖のクルージン

グはとても印象に残っています。今までこのような見学は

したことがなく、また、あんなに近くで飛行機が離着陸す

るところが見られるのはとても迫力のある光景だと思いま

す。私は、一眼レフカメラを構え撮影をする事にとても心

が躍りました。すぐそこから、聞こえてくるジェット機の迫

力あるエンジン音は最高でした。何よりも、やはり国際空

港ならではの外国の飛行機をたくさん見られるのも魅力

でした。数年前に日本の航空会社から姿を消した「ジャン

ボジェット」をあんなに近くで見られるのも魅力の一つだ

と思います。そして、見学が終わりホテルに荷物を置くと

秋葉原に行きました。この時は、横浜に住んでいる兄と待

ち合わせをし、夕食を食べてぶらぶらと秋葉原を観光し

ました。久しぶりに兄との時間を持てたのも楽しいひと時

となり、あっという間の一日が終わりました。二日目、私は

空港探索を終え、ANAの機体工場に行きました。今でも

この時のことははっきりと覚えています。博物館のような

入り口を入ると飛行機の模型やコックピットの一部など

が飾ってある場所がありました。しばらくすると、ANAの

制服を着た女性の職員の方に案内され、ドラマ「GOOD 

LUCK!!」のテーマ曲と共に教室のようなところに行きま

した。そこでは、飛行機に関するクイズをしました。それが

終わるといよいよ工場の見学です。職員の方に案内され、

移動しました。すると、目の前に大きな飛行機の機体が現

れました。確か、ボーイング787型機だったと記憶してい

ます。普段、空を飛んでいる飛行機は小さく見えるのに対

しこの時はとても巨大な乗り物なんだなと思いました。そ

して、整備されているジェットエンジンを機体から外され

ている状態で見るのも初めてだったので、エンジンの中身

まで見ることができました。そんな感動と共に二日間の見

学はあっという間に終わりを迎えました。そして、今年もう

一度あの見学会に参加したいと思い参加させていただき

ました。今年はJALコースに参加しました。二年目というこ

とで、また、船に乗って羽田空港沖に行けるのを楽しみに

していました。一年目のときは雨でしたが、今年は雨にあ

うこともなく曇ってはいましたが、とても撮影がしやすかっ

たです。昨年と同じように近くで見る飛行機はとても迫力

がありました。今年は望遠レンズを持参したので、離着陸

だけでなく遠くから羽田に着陸しようとしている飛行機

も撮影できました。あっという間のクルージングが終わる

と、ホテルに戻り友人と一年ぶりの秋葉原に行きました。

今年は兄と予定があわなかったので急遽友人をこの見

学会に誘いました。そして、秋葉原の観光が終わり帰り道

を少し遠回りし電車で東京の町を一望しました。夜景が

とてもきれいでした。あっという間の一日が終わり二日目

を迎えました。今年はJALコースでしたので、JALのSKY 

MUSEUMというところに行きました。そこは、JALの歴

代の制服や飛行機の模型が飾ってありました。博物館内

の見学が終わるといよいよ工場内見学です。今年は政府

専用機が見れると事前に聞いていたので、とても楽しみに

していました。工場の中に入ると大きな飛行機が見えてき

ました。やはり、この感動はこの見学会ならではの魅力で

す。しばらくすると、外に政府専用機が見えました。もうす

ぐ、政府専用機は新しい機体に変わるそうなので最後に

見ることができてよかったです。二年連続この見学会に参

加させていただきましたが、航空業界に興味を持ってい

る私にとって本当に楽しい

見学会だったと思います。

また、来年も参加したいと

思っています。

� （国際学部　国際学科）

塚田 耀大　
羽田機体工場見学会
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　私は大学生最後の夏休みに学会主催の鈴鹿安全運転

研修に参加しました。1回生のときから毎年参加してきた

ので、今回が4回目で最終回となりました。

　朝に大学に集合し、バスで三重県鈴鹿市に向けて出発

します。途中、名阪上野忍者ドライブインで休憩をとりな

がら、引率の先生方と今後の天気や日程のことなどをお

話ししました。再びバスに乗り嵐前の晴空を眺めながら、

友人が持ってきた謎の信玄餅を食べながら、鈴鹿市にあ

る“鈴鹿サーキット交通教育センター ”に向かいます。

　到着後は、昼休憩として乗車前の腹ごしらえに唐揚げ

弁当をいただきました。研修開始までの時間はセンター

内のテラスから遠くに浮かぶ雲を眺めたり、友人との談笑

などを楽しみました。

　安全運転研修の内容としましては、ウォーミングアッ

プ、ABSの体験、凍結路面の体験、サーキット走行の4部

構成でした。

　“ウォーミングアップ”では、センター内の外周コースを

周回して、車に慣れる、道に慣れる、ペアとのコミュニケー

ションに慣れることを行いました。ここでは、スムーズなア

クセル・ブレーキ操作、カーブへの適切な入射角とスピー

ドを学びました。

　“ABSの体験”では、センター内の直線コースを時速

30〜 40kmで直進し、前方に設置された信号機が点灯

するタイミングで急ブレーキをかけるということを行いま

した。ここでは、停止距離の算出、公道での車間距離の重

要性を学びました。

　“凍結路面の体験”では、ツルツルのタイルが敷かれた

路面に水を撒いて人工的に作られた凍結路面と同条件

のコースを“FF

車のシビック”、

“MR車 の バ モ

ス”、“MR車 か

つ横滑り防止装

置装備のS660”

の3車種で後輪

を滑らせて走ることを行いました。“シビック”は前輪駆

動でそこそこ滑るが、滑りすぎとまではいかない。“バモ

ス”は後輪駆動かつ、車高が高いため3車種の中では1番

横滑りを体感できました。“S660”は後輪駆動だが横滑

り防止装置が付いているので、滑らないと思っていたら、

まぁまぁ滑りました。日常走行では問題なしでも凍結路面

となると安心はできないということがわかりました。 

　サーキット走行では、インストラクターの方々に先導し

て頂き、鈴鹿サーキットのメインストレートへ向かいまし

た。そこでは、各々好きなところで写真を撮ったり、集合写

真を撮りました。サーキット走行は1人2周走りました。私

たちのペアは先導者の後ろという1番良いポジションで

走行しました。私は最初は助手席側でペアに対して、ライ

ンのズレや車間距離の遠近等を話しながらコース内から

の景色を楽しんでいました。私が運転の際は、4年目の集

大成という気持ちで、しっかり先導者と同じラインを走行

し、踏むところは踏み、抜くところは抜き、横Gをしっかり

身に染み込ませることができました。

　安全運転研修の全てのスケジュールを終え、バスで大

阪方面へ向かいます。途中の針テラスで休憩をとりなが

ら、今回のツアーの思い出話をして帰りました。

　例年では、今回行った内容に加えて、ホテルでの宿泊、

夕食バイキング、ピット見学、コントロールタワー見学、遊

園地でのゴーカートなどのアトラクション等を2日間で楽

しむツアーでしたが、今回は台風の接近のためスケジュー

ルを凝縮して決行して頂きました。今年で最後だったので

また来年とは言

えませんが、次

回開催に参加で

きる人は参加し

てください。損は

しません!!

� （デザイン工学部　情報システム学科）▲スキッド走行

▲ホームストレート

市村 恵大　
4度目で最後の鈴鹿安全運転研修
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　僕は9/19～ 9/20まで大学企画の東京証券取引所と

各種メディア見学会に行きました。この日は平成最後の夏

休みでその日に東京に行けたことはとても嬉しかったです。

　1日目の朝9：10、まだラッシュで人が多かったJR新大

阪駅の千成ひょうたん前に集合しました。みなさんわくわく

した表情でした。朝9：40「のぞみ6号」に乗車しました。車

内でお弁当が配布されました。僕は事前に新大阪で買っ

た柿の葉寿司とともに昼食を食べました。新幹線はしばら

くすると富士山に近づいたのですが残念ながら山頂のとこ

ろに雲がかかっていて見られなかったです。そして昼12：

13に東京駅に到着しました。お昼なのに駅にはたくさんの

人が歩いていました。「さすが東京だ。」と思いました。東京

駅に着くと東京メトロ丸ノ内線に乗車しました。丸ノ内線

は他の電車とは違い、車両が小さく作られていました。一

駅乗って銀座駅で日比谷線に乗り換えました。新型車両

だったので車内がきれいでした。約10分で六本木駅に到

着しました。六本木は高層ビル街が立ち並ぶ場所です。そ

こでは東京ミッドタウン観光と目的のテレビ朝日見学があ

りました。A班とB班に分かれ僕はBだったのでまず東京

ミッドタウンを見学し、後にテレビ朝日を見学しました。最

初の時間は六本木をぶらぶらして歩きました。六本木には

adidas・オニツカタイガー・Reebokと言った有名ブラ

ンドの店がありました。東京にはそういうお店がたくさんあ

ります。この日の東京は晴れていたので東京タワーが見え

ました。約1時間半の観光をして目的のテレビ朝日見学で

す。この日は9月17日に行われた「MUSIC STATIONウル

トラFES」の後に見学でした。テレビ朝日といえば「ドラえ

もん」・「クレヨンしんちゃん」です。特に「クレヨンしんちゃ

ん」は今年の7月に声優が替わって衝撃的だったかと思い

ます。中に入るとまずニュース番組の「Ameba News」の

スタジオ見学で24時間放送している場所でした。バック

背景は六本木の道路でした。カメラなどたくさんの器具が

ありました。次のスタジオに向かう途中でお笑い芸人のタ

カアンドトシに遭遇しました。二人は「帰れマンデー見っけ

隊!!」の収録だったそうです。「こんにちは！」と言ったら「こ

んにちは」と返答してくれました。次のスタジオは「羽鳥慎

一モーニングショー」のスタジオでした。カメラがたくさん

あり立っているだけで緊張が高かったです。キャスターの

立ち位置から机の位置まで細かかったです。

　次の見学は僕が毎日見ている「報道ステーション」のス

タジオでした。セットの後ろの花は365日毎日変えている

そうです。「徹子の部屋」も出演者によって毎日花を変えて

いるのです。これは1976年2月の放送開始以来同じ花を

使ったことはないそうです。準備する側も大変と分かりま

した。廊下を歩いていると天候関連の部屋がありそこは

24時間体制で動いているところでした。スタジオの裏では

マイクなどのいろんな機器がありました。見学が終わると

日比谷線に乗って茅場町のホテルに向かいました。到着

すると約5時間半の自由時間になりました。

　僕は地下鉄東西線で大手町駅まで向かいました。東西

線は首都圏のJR以外の電車では一番混雑率が高い路線

です。大手町駅と東京駅は地下道で繋がっていたので利

用しました。東京は関西と違い電車賃が安いですが、IC

カード（ICOCA・Suica）を使うと1円単位での計算です。

これはJRと他の鉄道会社との競合が激しいからです。

　東京駅で東海道線に乗車しました。さすが首都圏です。

車両は15両でうち2両がグリーン車という組み合わせで

す。しかも帰宅ラッシュで車内は大混雑でした。新橋駅で

下車しました。次に乗ったのはゆりかもめでこれは大阪で

いうニュートラムと同じ方式で線路がなくタイヤで走行す

る乗り物です。僕はフジテレビで有名なお台場に行きまし

た。フジテレビ・自由の女神・アクアシティ・ダイバーシティ

東京と充実した場所です。夕食はつけ麺を食べました。渋

谷に向かうときには山手線を利用しました。東京観光する

のに山手線は絶対に必要です。山手線があって周囲の電

車が動かせるのです。2020年の東京オリンピックに向け

て山手線の車内には防犯カメラがありました。渋谷に到

着して、軽く歩きました。24時間365日動いているスクラ

ンブル交差点は人々が行き来していました。特に今年9月

13日に開業したばかりの渋谷ストリームにいきました。と

八野 悟　
東京証券取引所と各種メディア見学会
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てもきれいな場所で飲食店やブランド店が立ち並んでい

ました。渋谷川沿いもきれいになっていました。この場所

は現在地下化された旧東急東横線の渋谷駅を再開発し

た施設です。オリンピック以降も渋谷は発展します。次に

向かったのは新宿です。渋谷から湘南新宿ラインで行き

ました。こちらも15両でうち2両がグリーン車です。新宿

駅は世界一乗降客数が多い駅でギネス認定されていま

す。新宿は出口が100か所以上といい、大阪では考えられ

ません。しかも西口と東口を直線で結ぶ通路がなく、雰囲

気が全然違います。西に都庁・東に歌舞伎町。歩くだけ

で疲れます。東京駅へ中央快速線で向かいました。21：

40ごろなのに車内は人でいっぱいです。東京駅に到着し

ても駅構内は人でいっぱいです。山手線・京浜東北線は

終電まで混んでいます。東京駅は地下ホームが2つありま

す。成田空港に向かう電車と東京ディズニーランドに向か

う電車があります。大手町駅まで歩き東西線で茅場町に

戻りました。

　2日目です。朝はホテルのバイキングでした。読売新聞

のある丸の内まで東西線で大手町駅まで向かいました。

駅から読売新聞まで遠く10分くらい歩きました。東京の

地下は広いなと思いました。読売新聞では新聞がどのよ

うに作られて配達されているかと、記者会見体験をしまし

た。世界と回線を使ってリアルタイムで作成しているのが

驚きでした。社内もきれいでした。記者会見体験では「～

～会社の○○です。」と言って質問をします。自ら質問をし

て記事が完成しました。新聞記者による原稿集めから始

まり本社で編集会議を行い記事のレイアウトをして全国

の発送所に伝達され配達所に行き配達員が各家庭に新

聞を送るのです。いろんな人の支えや努力・思いが含まれ

ている新聞はほんとに大事だとわかりました。昼食は東京

駅八重洲口の大丸の12階のバイキングレストランで品数

が大量でした。景色がよく新幹線はもちろんビル群が一

望できました。おいしくて舌に残りました。いよいよ東京証

券取引所見学です。入口には警備員がいてセキュリティが

万全でした。日本の経済の心臓です。まず2階でビデオの

証券取引所の歴史と役割を見ました。見終わるとニュー

スなどでよく見るマーケットセンターを見学しました。グル

グル回る電光掲示のチッカーが新たな株式を表示してい

ました。最後に株式模擬売買です。車会社・銀行・ガス

会社の株を次々に表示される為替や世界の景気をもとに

売買します。株の上昇・下降が激しく売買するのはとても

難しいとわかりました。一番お金を増やしたのは国際学部

の1年生の子でした。経済をもっと知るべきだとわかりま

した。その後東京駅に戻り少しだけお土産を買う時間を

設けられました。僕は東京駅八重洲地下街にあるお土産

店で買いました。その場所は僕が東京に来たら絶対買う

お店です。今年の4月に1回来ています。僕は従業員の名

前を覚えました。また絶対就活生になるまでに可能な限

り東京に足を運びたいと思います。

　最後に、僕は国際学部なので詳しくはわかりませんが

経済・経営学部の人（留学生も含む）は是非行ってほし

いです。ほんとに勉強になると思います。「申込が嫌」「お金

ない」と思いがちですがこういう企画に参加するのもため

になります。恐らく異文化も感じるかもしれません。今しか

できない・学生でしかできない体験をしてほしいと思い

ます。引率の先生方に感謝します。最後に東京最高！！

� （国際学部　国際学科）
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　私の故郷は港の近くです。初めて近距離でコンテナ

ターミナルを見たのは今年の夏休みでした。その時、一番

驚いたのはガントリークレーンでした。こんな大きい機械

が作られる人間の熱意に感心しました。また、大学の学部

生時代に、同級生の神戸港クルーズの風景を撮った写真

を見たことがあって、その時から神戸港はどんな感じかな

と思っていました。大学院に入学以来、初めて神戸港見

学会の知らせを聞いて、わくわくしながら、学会事務局に

申し込みをしました。

　当日の朝8時45分に学校に集合して、夕方17時ごろ住

道に帰りました。すごく充実した1日でした。この貴重な一

日の喜びと、驚きを皆さんと一緒に分かち合おうと思って

います。

　学校から1時間半ぐらいバスに乗ってやっと神戸税関

に着きました。バスの中で浜崎先生から、より良い見学に

するためのポイントや見学時の注意点、国際物流におけ

る日本の位置づけなどのレクチャーがありました。事前に

見学先のことを学習することや見学のマナーの大切さを

知りました。神戸税関の担当の方はすごく優しいです。今

回の参加者は留学生が多いことを知っているから、税関

紹介のビデオを見る時に「中国語で流しましょうか」と聞

いてくださいました。全体的な説明もわかりやすい日本語

でしていただきました。このおかげで「税関の人は厳しくて

怖い人」という印象が変わりました。ビデオの中で税関の

仕事と役割を紹介してもらいました。税関の仕事の重要

性と責任の重さが良くわかりました。その後、神戸税関広

報展示室でブランド品の偽物と本物を比較したり、ワシン

トン条約で禁止される野生動物、例えば、象の足で作ら

れた椅子とか蛇の皮で作られたベルトとかを見てすごく

可哀想と思いました。また、不正薬物の「運び屋」にもびっ

くりしました。鉱物の中に入れるとか麻薬探知犬に見つけ

られないように密封の箱や密封の袋に隠されることなど、

税関の仕事の大変さ、ただの書類チェックだけではなく

て、いろんな知識と知恵が必要なことと危険性が高い仕

事ということがわかってきました。

　昼に神戸港ベイクルーズに到着しました。神戸メリケン

食堂でおいしい食事をいただいて、ちょっと休憩を取りま

した。その後、周遊船に乗って神戸港内にあるハーバーラ

ンド、川崎重工、三菱重工、神戸空港、神戸大橋などを見

学しました。当日はいい天気でした。淡路島も良く見えま

した。三菱重工の造船所はガントリークレーンがすごく大

きいです。かっこいいなあと思って、つい写真を何枚も撮り

ました。神戸大橋もすごく美しく見られました。神戸空港

の航空滑走路が面白いです。海の上で半分架け橋をして

いる。「不思議やね」と私と先生は一緒に感心しました。海

王丸の船は大きくて帆はいっぱいでなんかワンピース（ア

ニメ）のルフィーの船のことを思い出しました。途中、先輩

は他の船の人と手を振っていました。私も真似しました。

向こうに反応してもらった時はすごくうれしかったです。

海岸には学校があります。学生の若い女の子が私たちに

手を振ってくれました。なんかこの子は私たちよりフレンド

リーです。おもしろかったです。

劉 佼佼　
神戸港の各種施設見学会の感想
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　最後に上組コンテナターミナルを見学しました。下車

した時、故郷以来の巨大なガントリークレーンを見たとた

ん、写真を撮りました。やっぱりこれは最高です。会社の建

物の中でコンテナターミナルの姿を見ながら港運部の仕

事の内容を教えてもらいました。コンテナの並び方や運営

方針もわかりやすく説明してもらいました。最後にはバス

に乗って現場に回って見学を許可していただいてガント

リークレーンについても説明してもらいました。本当にあ

りがとうございます。

　今回の見学のおかげで国際物流のことにもっと関心が

持てました。将来この業界で活躍したいと思っています。

� （大学院　経営・流通学研究科）
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　私は宇宙について興味があり、この二日間の見学ツ

アーをとても楽しみにしていました。一日目にはまず

TeNQという宇宙ミュージアムに行きました。ここでは、楽

しみながら宇宙を体験することが出来る施設で、人類が

これまで宇宙について研究

してきたことや、技術の発展

の過程も体で感じることが

出来ました。

　施設に入ってまず、壁一面にプロジェクションマッピン

グでこれまでの宇宙開発の歴史や、宇宙の映像が流れ、

幻想的な空間を体験しました。

　そのあと入った部屋では、円形の大きなスクリーンを見

下ろす形で鑑賞し、まるできれいな地球の姿を、私自身が

宇宙から見下ろしているような体験をすることが出来まし

た。

　他にも、月面を歩いているような写真を撮影出来たり、

自分に似ている宇宙人は何か調べるブースなど、とても楽

しむことが出来ました。

　そしてTeNQでは「星の王子様」の展示も行われていま

した。このお話は個人的に大好きで、その作品の中に自分

が入ったような体験をすることが出来ました。

　この施設はショップもとてもかわいく、宇宙モチーフの

グッズや、宇宙食なども取り扱っていて、最後まで楽しく過

ごせる施設でした。ゆっくりと見たかったのですが、すぐに

時間が過ぎてしまい、少し悔しく感じました。

　夕方からの秋葉原は、とてもディープな街で、いろいろ

な格好をした女性や大きなゲームセンターなど、日本のサ

ブカルチャーの文化がとても感じられる街でした。

　夜泊まるホテルに行くため、つくば駅に行きましたが、つ

くば駅の看板に宇宙飛行士の絵が描かれていて、つくば

に来たんだなと気分が上がりました。

　二日目のJAXAではまず、入口にあるロケットを見て、改

めてこんなに大きなものを宇宙に飛ばすことが出来る技

術のすごさを感じました。

　JAXAのツアーでは訓練

室や本物の宇宙服を見る

ことが出来、宇宙飛行士に

なる方たちの訓練や、宇宙

から帰ってきた後、体を地

球に適応した状態に戻す

訓練、国際宇宙ステーショ

ンで行っている業務など、

詳しく知ることが出来まし

た。宇宙服は想像していた

以上に大きく宇宙で人間

の体を守る宇宙服の機能の高さも知りました。

中村 詩祈　
学園創立90周年記念JAXA見学会ツアー
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　ツアーの中で、宇宙食の展示がしているところがあり、

宇宙食は日本のモノが多く、国際宇宙ステーションで働

いている皆さんの食を支えているのが日本のものであるこ

とに嬉しく感じました。

　展示場では、JAXAが開発した人工衛星がそのままの

サイズで展示してあり、他にも、国際宇宙ステーションに

ある日本の実験棟「きぼう」のレプリカに乗り込むことがで

き、宇宙飛行士が実際に仕事をしている場所を見ること

が出来ました。そして展示場では、JAXAのOBの方から

実際に展示物を説明していただけるツアーも行っており、

とても勉強になりました。

　JAXAのツアーの中に管制室を見学出来るところがあ

りました。

　私は、JAXAのイベントや、説明会に参加した経験があ

り、その時にお話ししたことのある女性がその中で仕事を

しておられました。その方が実際に仕事をしている姿を見

ることが出来て、とても嬉しく、私もそんな仕事がしてみた

いと感じました。

　残念だったのが、JAXAの社員さんの食堂でお昼ご飯

を食べることが出来なかったのが心残りです。次はプライ

ベートでもう一度いきたいなと思います。

　二日間の見学ツアー、とても楽しむことが出来勉強にな

りました。そして、幼いころからあこがれていたJAXAに行

くことが出来て、とても嬉しかったです。これからのさらな

るJAXAの技術開発に期待したいと思います。

� （工学部　機械工学科）



　　

学
会
主
催
見
学
会

Tours Sp
onsored b

y the A
cadem

ic Society

　　

学
会
主
催
見
学
会

Tours Sp
onsored b

y the A
cadem

ic Society

OSAKA SANGYO UNIVERSITY REVIEW No.54 49

　今回、私たちは富山県にある「富山市ガラス美術館」、

「富山県美術館」、「富山ガラス工房」を訪れました。これ

らで実際に見て、触れて、体感したことを、私が代表して紹

介させていただきたいと思います。

　はじめに私たちが訪れたのは、富山市ガラス美術館で

す。ここは、展示作品もさることながら、建築物としても素

晴らしいものとなっています。設計者は、2020年の東京

オリンピックで使用される新国立競技場を設計した隈研

吾さんです。隈研吾さんの建築では多くの木材が使われ

ていますが、この富山市ガラス美術館もその一つで、広い

空間に多くの木材が使われており、まるで大きな木の中

にいるみたいでした。そんな建築としても美しい富山市ガ

ラス美術館の中には、多くのグラスアートが展示されてい

ます。私たちが訪れた時は「富山ガラス大賞展2018」が

開催されていました。そこで展示されていた作品は、私が

以前まで持っていたガラスの概念を大きく変えてくれまし

た。グラスアートは二度と同じものは生まれず、その作品

が魅せるものは世界のそこにしかないと思うと、さらに美

しく思えました。

　次に私たちが訪れたのは、「富山県美術館」です。この

美術館はとても広く、ゆっくり見ていると軽く半日は過ぎ

てしまうほどです。富山県美術館には「オノマトペの屋上」

という屋上があり、アートを全身で体験することができま

す。富山県美術館では、このような体験型アートが多く、

普通の美術館とは違った楽しさがあります。その一つが、

身体の動きで光のアートを創りだすインタラクティブアー

トです。インタラクティブアートというのは、私たちでも実

際に何らかの形でアートに参加できたりすることです。富

山県美術館では、全身を使い壁に映るキャンバスに絵を

描くというものを体験できます。私も友だちと三人で体験

してみましたが、三人とも思い思いに身体を動かし、最後

に出来上がったものはごちゃごちゃで何とも言えないもの

になりました。それでも、体験していた私たちや、それを見

ていた人も楽しそうでした。そのような空間を作ることが

できるのもインタラクティブアートだからこそだと感じまし

た。

　二日目、私たちが最後に訪れたのは、「富山ガラス工房」

です。ここでは、職人さんの指導の下、吹きガラスを体験で

きます。まず、どのような形にするか、色や模様はどうする

かなどを決めます。この工程で作品のクオリティは大きく

左右されるため、私は真剣に考えました。デザインが決ま

れば、実際に工房に入りガラス吹きをやっていきます。職

人さんの指導があるとはいえ、どの作業も難しく終始緊

張してしまいました。吹きガラスは、サイズが大きくなるに

つれて作業が難しくなります。前日に行った富山市ガラス

美術館では、大小さまざまな吹きガラス作品がありました

が、大きいものでは人の体を超えるようなものもありまし

た。高い技術と濃い経験が必要な伝統工芸への理解が、

吉田 旭宏　
芸術鑑賞巡り（富山）感想
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今回のガラス吹き体験でさらに深まりました。

　今回、一泊二日の富山県芸術鑑賞巡りでしたが、この

大学生活での大きな思い出になると思います。その理由と

して、富山県には私の頭に刺激を与えてくれるものばかり

でした。目でものを捉えるだけでなく、全身を使ってアート

を感じることをここまでできたのは、私自身今回が初めて

でした。大阪に戻ってきてからでも、あの時、見たもの、体

験して感じたことなど鮮明に思い出すことができるほどで

す。しかし、それは私一人だったらここまで思うことはあり

ませんでした。一緒に行ってくれた友人や後輩、他の学部

の生徒と、同じ時間を共有できたからこそここまで楽しめ

ました。この芸術鑑賞巡りに参加できて本当に良かったで

す。

� （デザイン工学部　建築・環境デザイン学科）
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丸野 大樹（工学部 交通機械工学科）
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第19回「ぶんかくコンテスト」
� （長編部門／短編部門）　　　　　　　　　　

第 3 回「写真・イラストコンテスト」
� （写真部門／イラストデザイン部門） 　　　　　

第 2 回「見学会プランニングコンテスト」
　大阪産業大学学会では、例年、学部生・大学院生を対象に学会コンテストを実施してきました。

　ぶんかくコンテストでは、これまで小説・体験・ショートショートを募集してきましたが、より広く様々な作品を募集でき

るよう、今年度より「長編部門」「短編部門」としました。

　写真・イラストコンテストでは、学内にこだわらず風景写真を募集し、様々な写真の応募がありました。イラスト部門では、

手書きで作成されたものや、パソコンを用いて作成されたものなど、多様な作品の応募がありました。

　また、昨年度より実施しました「見学会プランニングコンテスト」は、今回2回目となりますがたくさんの応募がありました。

　次年度以降も、学生がより興味をひくよう工夫を凝らしながら、引き続き継続していきたいと思います。

コンテスト報告
平成 30 年度 企画委員長　青山 一樹

▲2018年度学会コンテストチラシ
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大阪産業大学学会コンテスト2018実施結果
第19回　ぶんかくコンテスト実施結果

募集期間	 2018年7月9日（月）～ 2018年9月28日（金）

募集内容	 長編部門・短編部門

審　　査	 書類審査

		  　2018年10月10日（水）

		  最終審査

		  　2018年10月16日（火）

応募件数	 長編部門………2件

		  短編部門………2件

〈受賞者一覧〉

	 【優秀賞】…該当なし

	 【奨励賞】

		  橋本　龍太郎（人間環境学部　文化コミュニケーション学科）

		  　作品：仮初の夢の中に絶望（長編部門）

	 【努力賞】

		  東野　博之（デザイン工学部　環境理工学科）

		  　作品：澪標（長編部門）

		  筒井　三太（デザイン工学部　情報システム学科）

		  　G-SIX（短編部門）

〈審査委員〉

	 田口まゆみ、曽我千亜紀、リングホーファー・マンフレッド、孫銀植、堀古秀徳、鈴木雄也、信吉史明、米田昇平、

	 韓福相、福井清一、小川雅司、田村誠

� （順不同、敬称略）　

▲東野博之さん、橋本龍太郎さん、筒井三太さん
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募集期間	 2018年7月9日（月）～ 2018年9月28日（金）

募集内容	 写真部門………………風景写真

		  イラストデザイン部門…デッサン、イラスト、学会見学会のキャラクターデザイン、4コマ漫画、風刺画

審　　査	 書類審査

		  　2018年10月10日（水）

		  最終審査

		  　2018年10月16日（火）

応募件数	 写真部門………………10件

		  イラストデザイン部門… 5件

〈受賞者一覧〉

　　　［写真部門］

	 【優秀賞】

		  楊　慶竜（人間環境学部　文化コミュニケーション学科）

		  　作品：黄昏の川

	 【奨励賞】…該当なし

	 【努力賞】

		  丸野　大樹（工学部　交通機械工学科）

		  　作品：海と空と橋と…

		  松浦　拓真（デザイン工学部　情報システム学科）

		  　作品：自然が織り成す世界

		  SINGHAVONG LOUANGSADED

		  （工学部　電子情報通信工学科）

		  　作品：Beauty of Modernization

		  嶋田　萌（工学部　機械工学科）

		  　作品：こんにちは

		  中村　七海（デザイン工学部　建築・環境デザイン学科）

		  　作品：零れ桜

		  高阪　美咲（人間環境学部　文化コミュニケーション学科）

		  　作品：芽吹き

		  張　輝（経済学部　経済学科）

		  　作品：夕日の下

第3回　写真・イラストコンテスト実施結果

▲松浦拓真さん ▲嶋田萌さん

▲楊慶竜さん ▲丸野大樹さん

▲SINGHAVONG LOUANGSADEDさん、中村七海さん

▲高阪美咲さん ▲張輝さん
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2018　第2回　見学会プランニングコンテスト実施結果

　　　［イラストデザイン部門］

	 【優秀賞】

		  大西　叶恵（デザイン工学部　情報システム学科）

		  　作品：自然ということ

	 【奨励賞】

		  藤田　佳奈恵（経済学部　国際経済学科）

		  　作品：桜の彩る風景

	 【努力賞】…該当なし

〈審査委員〉

	 ダニエル・テューバー、田中讓、横井豊彦、髙橋徹、中川等、塚本直幸、堀越亮、大津山澄明、大橋美奈子、

	 山下典彦、鈴木晶雄、青山一樹

� （順不同、敬称略）　　　

募集期間	 2018年10月9日（火）～ 11月9日（金）

募集内容	 日帰りで実施可能な見学会プラン

審　　査	 書類審査

		  　2018年11月16日（金）

		  最終審査

		  　2018年11月20日（火）

応募件数	 12件

〈受賞者一覧〉

	 【優秀賞】

		  大田　愛依（スポーツ健康学部　スポーツ健康学科）

		  河野　純平（スポーツ健康学部　スポーツ健康学科）

		  　プラン名：日本のスポーツを支えるシューズを探る

	 【奨励賞】

		  楊　慶竜（人間環境学部　文化コミュニケーション学科）

		  　プラン名：名古屋現代産業の旅

	 【努力賞】

		  田村　結菜（経済学部）

		  　プラン名：岡山学習体験ツアー

▲楊慶竜さん

▲大西叶恵さん

▲田村結菜さん

▲河野純平さん、大田愛依さん

▲藤田佳奈恵さん
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2018年11月7日（水）　浜松の芸術見学会　参加者9名

平成29年度　見学会プランニングコンテスト優秀賞実施報告
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『道』
東 啓示（デザイン工学部 建築・環境デザイン学科）
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　出張者は、平成29年5月12日から平成30年2月28日

までのおよそ300日間、オーストラリアの首都であるキャ

ンベラの中心部にあるオーストラリア国立大学に留学を

しました。研究テーマは『集光太陽熱を用いた水素製造

の高効率化を目指した酸化セリウム（CeO2）の焼結機

構の解明』でした。研究は、Wojciech Lipinski教授、

Antonio Tricoli准教授の指導の下、Michael Gao氏（博

士後期課程学生）とともに行いました。

　図1に水素ガスの製造の反応過程をしめします。高温

においてCeO2の酸化還元反応を繰返しおこさせること

で、水素ガスを連続して生成できます。この水素ガス製造

を高効率化させるために、CeO2以外の新材料や新製造

手法の研究開発などが精力的に行われています。

　研究室に配属されて、指導教員から、『詳細な研究計画

を作ってください』とアドバイスを受け、共同研究者であっ

たMichael Gao氏が執筆した論文を渡されました。この

論文では、CeO2粉末を使って、異なる表面性状をもった

粉末を何種類か製作し、これらの水素ガス製造量を比較

していました。ナノ構造を有したCeO2粉末がもっとも性

能が高かったのですが、その性能はわずか数サイクルで

低下し、市販のCeO2粉末と同程度でした。逆に、市販の

CeO2粉末は最初の反応サイクルから水素ガス製造量が

安定していました。材料としての新規性は低いものの、性

能が安定していることから、市販のCeO2粉末を使った研

究をすることにしました。

　ナノ構造をもったCeO2粉末の表面積が、焼結によって

すぐ低下してしまうという事実を知り、まずは焼結機構に

ついて調べる必要があるのではないか、と思うようになり

ました。高温でのセラミックス粉末の焼結機構は、古くか

ら研究されています。しかしながら、先行研究の多くが化

学反応を伴わない、単純な加熱のときの焼結に関するも

のでした。そこで、私は、二段階水素製造反応時において、

市販のCeO2粉末の焼結機構の解明に取り組むことにし

ました。

　研究計画を立案する際に、指導教員からほとんどコメ

ントがないまま、私のプランを基に研究を進めることとな

りました。研究の新規性に確信がもてないままでしたの

で、これで大丈夫なのかな？と、心配になることがよくあ

りました。私が在籍していたグループでは、指導教員と研

究員あるいは学生はほぼ対等な関係にありました。私が

日本の大学で博士後期課程の学生であったころの指導

教員と学生の関係性の違いに驚きました。留学先の研究

室では、自主的な取り組みや当事者の考えが尊重されて

いる印象を強く感じました。ただ、自ら何も動かなければ

そのままほっとかれるな、という危機感も同時に感じまし

た。実際に、突然大学に来なくなる人もいましたが、特に

気に留めている人もいない印象を受けました。

　実験は単純なものでした。電気炉および赤外加熱炉

（図2参照）で市販のCeO2粉末を加熱・焼結させ、その

後、粉末のBET装置による表面積計測やX線回折装置に

工学部　電子情報通信工学科　教授　部谷 学　
海外留学記『オーストラリア国立大学』

▲図1　�集光太陽熱を用いた二段階水素製造の反応過程。酸化セリウム
（CeO2、左側）を太陽光で800-1,500℃まで加熱すると、酸素ガス
を放出してCeO2が還元され、Ce2O3（右側）になります。還元された
Ce2O3に二酸化炭素ガスや水蒸気を接触させると、酸化されて再び
CeO2に戻ります。酸化されるときに燃料となる水素ガス（H2）や一酸化
炭素ガス（CO）を製造できます。

▲図2　�赤外加熱炉の外観写真。オレンジ色に光っている部分が赤外線加熱炉
です。
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よる構造解析を行いました。電気炉では単に加熱のみ、

赤外加熱炉では高温に維持した状態で酸化還元反応を

おこさせて粉末サンプルを焼結させました。これらを比較

することで、焼結機構の解明を試みました。

　単純な実験でしたが、実験条件（加熱温度、加熱時間）

を変えて、膨大な数のサンプルの実験・計測を行う必要

がありました。各装置には使用記録簿がありましたが、あ

る時期はHeya Manabuという名前ばかりという週もあ

り、朝から晩まで単純作業を繰り返しました。また、使用し

た装置の取扱い説明書も作成し、ほかのユーザの方々に

も使ってもらいました。これによって、ほかの研究グループ

の学生とも話すようになり、私が困ったときに助けてくれ

ることもありました。

　図3にCeO2粉末の表面積変化に関する実験結果をし

めします。●は水素ガス発生を伴う場合、◯は水素ガス発

生を伴わない単純な加熱実験の場合の表面積変化です。

水素ガス発生を伴う場合、表面積が反応直後わずか10

分間で急激に低下し、その後は、あまり変化しないことが

わかりました。水素ガス発生を伴わない場合（〇）の焼結

機構は粒界拡散であることが知られています。このことか

ら、水素ガスを伴う場合は、粒界拡散よりも焼結速度が

速い、蒸発拡散による焼結が支配的ではないか、と推測し

ています。

　この原稿を執筆中の今は、えられた研究成果をまとめ

て、論文投稿の準備を進めております。研究に取り組んだ

当初は、新規性のある研究成果がえられるかどうか、半信

半疑でした。図3の実験結果の1つのデータ点は5-10回

の実験の平均値をプロットしています。1回の実験と計

測に半日程度かかりますので、このグラフを作るだけで2

か月程度の時間を必要としました。私が取り組んだ研究

分野は新材料や新製造法に関する研究が主流ではない

か、と思います。ですので、単純な実験をこれだけの数をこ

なした例がなく、新知見をえることができたと考えていま

す。当たり前だと思えることでも、ちゃんと繰り返すことの

重要性に気付かされました。

　最後に、現地の生活を通して感じたことについて述べた

いと思います。

・�ビザ取得：とにかくビザの取得が大変でした。私がビザ

の申請準備をしていたころ、オーストラリアのビザのシス

テムが大幅に変更になり、ビザ取得に時間がかかるよう

になったという話を聞きました。結果、ビザ取得に5か月

かかりました。早くから準備していたつもりでしたが、ビ

ザ申請の準備はかなり早くから取りかかるとよいと思い

ました。

・�英語：とにかく苦労をしました。この数年で取り組みは

じめた研究分野の研究所に留学したため、専門用語も

あまりわからない状態での研究活動でした。初めて英語

を学ぶときに、発音をしっかりマスターしておく必要性

を強く感じました。LとR、thとs、など、中学校のときに

ちゃんと発音を学んでおけばここまで英語に苦労するこ

とはなかったんだろうな、と感じました。家族と一緒に留

学したのですが、小学校に通っていた長男と次男の英語

の発音は、私の発音よりはるかにネイティブに近いもの

でした。

・�レンタカー：アパートのオーナーの自家用車（25年程

度前の日本車）をお借りしました。走行距離は約33万

kmでした。エンジンオイルはかなり漏れ、オートマなの

にエンストするという、なかなかの車でした。オーナー

は、高校生のときに買った車をまだ使用していました

（オーナーは70歳ぐらいのかたです）。古くても大事に

使うという、その姿勢に刺激を受けました。

・�バスや郵便：車をレンタルするまではバスを使っていま

した。バス停に行きますと、時刻表には到着時刻±15分
▲図3　�水素ガス発生あり・なしにおけるCeO2粉末の表面積の変化。●の水

素ガス発生を伴う場合、表面積がわずか10分間で急激に低下しまし
た。
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という内容が書かれていました。マイナスの場合もある

のか、と衝撃を受けたのを覚えています。また、郵便の場

合に不在者通知をいれてもらえない、ということが何度

かありました。サービスは日本のほうがよいのは間違い

ないですが、このような状態でも現地の方々はあまり気

にしておらず、生活のリズムがゆったりしている、と感じ

ました。日本とオーストラリアを足して2で割ることがで

きればいいのに、と感じました。

・�車での移動：無料のハイウェイがあり、都市部以外は

ほとんど信号がなく、交通渋滞もほとんどありませんで

した。一日1,000km移動しても信号をみなかったとい

う日もありました。また、車で郊外を走っていると、動物

をみる機会が多くありました。道路の側で生きているカ

ンガルー、車に轢かれたカンガルーをたくさんみました。

夜の車の運転は少し命がけですので、オーストラリアで

車を運転するときは、移動に必要な時間など、下調べが

必要だと感じました。圧巻は、ある飼育エリアからほか

の飼育エリアに移動する1,000匹以上のヒツジの群れ

をみたことでした。日本では考えられない風景でした。
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平成30年度 写真・イラストコンテスト（写真部門）努力賞作品
『自然が織り成す世界』
松浦 拓真（デザイン工学部 情報システム学科）



　　

学
術
研
究
書
出
版
助
成
本
の
概
要

Financial A
id for Publishing

OSAKA SANGYO UNIVERSITY REVIEW No.5462

　　

学
術
研
究
書
出
版
助
成
本
の
概
要

Financial A
id for Publishing

　本書は、著者の経営学の博士論文を再構成したもので

ある。本書の根底にある問題意識は、「認知症患者は、何

故増えるのか？」という素朴な疑問である。

　一般には「高齢者が増えるのだから、認知症患者が増

えるのも当然」と解釈されると思われる。実際、ある疾患

の患者数が増加する場合、公衆衛生学の視点の一つとし

て、「患者が病院に行っていない」ため、特定の時期に何ら

かのきっかけで患者が「掘り起こされる」場合を想定する

事がある。認知症患者数の場合、そのきっかけは、2000

年の介護保険法施行であると考えられる。しかし、そこか

ら10年以上経過した、論文執筆時点で、高齢者人口の増

加率を上回る速度で認知症患者が増えている。

　経営学の視座・研究の潮流の一つに、「意図せざる結

果」の概念がある。古くは、アメリカの社会学者であるロ

バート・K・マートンが、第二次世界大戦前に提唱した

概念であり、特定の集団・組織が、何らかの目的（＝意図）

を持って起こした行動が、本来の意図とは異なる結果を

もたらす論理に立脚した視座である。同じくマートンが提

唱した、「機能・逆機能」の観点からは、「意図せざる結果」

は必ずしも逆機能ではない点に注意する必要がある。

　また、この「意図せざる結果」の概念は、近年、別の問題

の背景の概念としても登場する。ハーバード大学の精神

科医で人類学者でもある、アーサー・クラインマンが、グ

ローバル・ヘルスの中の医療問題が帰着する論点の一

つとして、世界的な医学雑誌“The Lancet”で取り上げて

いるのである。

　以上の事から、「認知症患者が増える」という現象が、

単純に老年人口が増えるという疫学的な捉え方だけで

は、説明がつかない事が理解可能である。そこで本書で

は、「認知症患者が増える」という現象の背景には、「意図

せざる結果」の論理が存在する事を仮定し、経営学の視

点から分析を試みた。

　「意図」という言葉は、日常的に使用されるが、「意図せ

ざる結果」を分析する場合には、「誰」の意図として捉える

かを設定する必要がある、更に、「結果」を出す行為主体

は、意図した「誰」かと同一とは限らない。また、「意図」が

客観的要素（例えば法律などの制度や、特定の物）を多く

包摂している場合でも、「結果」は行為主体の有する主観

性（解釈や好み）に依存する場合も考えられるため、「間

主観的」な視点を有する。

　本書の場合も、「意図」する行為主体は厚生労働省と

捉え、公的なホームページや文書の公開情報へのアクセ

スに加え、聞き取りを行った、また、メインとなる生起過

程の調査対象は、焦点化すれば「診断過程」であり、その

過程は医師の思考の中に存在すると捉えられる。加えて、

「意図」する行為主体である厚生労働省が、「専門の医

療機関」で「専門の医師」に診てもらう事を推奨している

事から、大学病院で認知症診断を行っている医師をメイ

ンの調査対象とした。

　「意図せざる結果」の生起過程には、診療科（本書で

は老年内科と精神科）、医療機関の立地（都会と田舎）に

よって違いが見られた。その違いについては、筆者の予測

を遥かに超えた実情を述べて下さった、医師達の言説を

参照頂きたい。本書では、生々しい声を、出来る限りその

ままの形で記述してある。

　最後に、それらの言説の背景には、普段の生活の中で

一般の方が殆ど意識される事はないであろう、医師達の

“Profession”が明確に存在していた事をお知らせしてお

きたい。

学術講演会医療現場の「意図せざる結果」はなぜ生まれるか
スポーツ健康学部　スポーツ健康学科　教授　横井 豊彦
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　本書は、本学アジア共同体研究センター（ACRC）が

2017年度に行った国際シンポジウム「グローバリゼー

ションとその反発」の報告と、そこでの議論に基づいて生

み出された論文を集めた報告集である。

　2005年の設立以降、ACRCは単行本を3冊公刊して

いるほか、各国の大学、研究機関とともに、毎年研究会や

国際シンポジウムを開催しており、2017年3月にはシン

ポジウムの成果を踏まえた研究報告集を発行した。この

研究論文集はそれに続くものである。

　ACRCが取り組んでいる大きな研究主題は、アジア的

多元性の下で国際協調を達成するにはいかなる枠組み

が必要かという問である。この問の追究で考慮されるべ

き国際環境はACRC設立当時から近年大きく変化してお

り、欧米を中心に深まりつつある反グローバリズムの動き

と大国中国の登場という新たな情勢を考慮せざるを得な

くなっている。このような状況の中で、アメリカと中国とい

う2大国の狭間の地域はどのような選択を迫られ、またい

かなる協調体制を作ることが出来るだろうか。20世紀後

半に成立した自由貿易の理念と体制は、21世紀に入って

どのような変化を迫られているのだろうか。本書はこのよ

うな問題意識に基づいて「グローバリゼーションとその反

発」というテーマを掲げ、第1部「グローバリゼーションと

その反発」、第2部「日系企業と植民地－台湾製糖業を事

例に－」、第3部「中国・東アジア経済」の3部構成とし、

同名のシンポジウムに参加した内外の研究者の論考15

編を納めている。

　最後に、本書は大阪産業大学学会の出版補助を受け

て刊行された。これに関連するACRCの研究活動と国際

シンポジウムも同学会による支援を受けている。ここに記

して謝意を表したい。また、本書第1部の主題設定と人選

にあたっては、大阪産業大学のみならず天津理工大学、

河南大学などの海外協定校、国内他大学にも協力をいた

だいた。関係の先生方には改めて深く御礼申し上げたい。

また、シンポジウムの開催に当たっては、多くの方からご

協力をいただいた。ここに記して御礼を申し上げる次第で

ある。

� （大阪産業大学アジア共同体研究センター）

学術講演会グローバル化とその反発 ―― 生活・移動・通商
経済学部　経済学科　教授　富澤 拓志
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　2000年代後半、日本では、新興国市場戦略論に関す

る関心が高まり、研究業績が次第に蓄積されるように

なった。しかし、既存研究では、新興国について、厳密な定

義が欠如したまま、主に高い経済成長率を見せた国々を

中心とする感性的な認識に基づき、各対象市場の構造の

相違や特質が企業成長に対する影響という具体論より、

むしろ各国の諸相を捨象して、対象市場を中身にともな

わない、同質な「点」として扱う傾向が強い。したがって、

新興国市場のもつ高成長性をいかに企業戦略に取り入

れるかという前提に立つ議論は多かった。

　1980年代後半以来、日本企業が本格的に数多くの海

外直接投資を展開してきた。いわゆる「新興国市場」とい

う研究対象が、これまでの先進国市場、もしくは発展途上

国市場に比べて、どこにその違いがあるのか。この問いに

ついて、明白な答えを示そうとする研究は、管見の限り、見

当たらないし、存在するとしても、依然試行錯誤段階にあ

るものであろう。

　もう一点が時期の問題がある。つまり、新興国市場戦

略論がなぜ2000年代後半になってから出現したのかと

いう問いである。現在新興国として広く報道された中国に

対して1990年代から日系企業がすでに本格的に展開し

てきた。2000年代を挟んで、何かが変わったに違いない

が、既存研究では価値実現に繋がらない、いわゆる何かし

らの原因がもたらした結果に対する検討に留まっており、

本国資源に基づく先進国多国籍企業の競争優位が新興

国市場において、発揮できないとき、一から新規の資源

開発が必要と、解を求める。その指摘は理解できるが、そ

の「新規」とは一体何が何に対する新しさという問題はと

もかく、企業の内部要因に目を向けて議論することだけに

限界がある。なぜなら、既存研究のほとんどが所得要因を

重んじており、新興国市場の市場を暗黙にピラミッド構造

と想定しているからである。例えば、池上（2011）が新興

国の市場構造について、高利益率のハイエンド・アッパー

ミドル部分、低利益率のミドルエンドと日本企業が単独で

は利益創出困難のローエンド部分からなるピラミッド構

造との解析がその一例である。しかし、現実では、民族や

宗教などの構成要因の多様性に、地域的に異なる消費市

場が存在していること（川端，2010）、必ずしも贅沢する

ことを良しとしない従前の価値観を大切にするような文

化要素の存在（岩垂，2011）、移行経済諸国に見られる

計画経済と市場経済といった異なる経済制度の併存（田

島、1998；塩地，2002）などの要因を考えると、新興

国市場の構造は所得要因によって区別された各レイヤー

（層）からなるピラミッド状より、複数の特性を持ち合わ

せる各々の小片からなる立体的なモザイク状のほうが実

態に相応しいのであろう。そこで、日本企業の価値実現が

なぜ困難に陥ったかという問題へ接近するためには、企

業の内部要因把握と同時に、モザイクな市場特性がもた

らす影響も併せて検討する必要がある。本書の主軸は、

新興国地場企業の成長戦略⇔モザイクな市場特性⇔多

国籍企業の価値実現との間の事実を分析し、その因果関

係（地場企業の外部性）を浮き彫りにする点にある。その

ため、第一部では、先進国多国籍企業の価値実現にとっ

て、異質性になりうる環境要因を析出する。続いて、第二

部においては、第一部での到達点を踏まえて、中国民族

系自動車メーカーの急成長の要因について、企業内部に

何が起こったかを把握する。最後に、結語として先進国多

国籍企業にとって経営資源の非連続性のもつ市場におい

て、成長を遂げた新興国企業の成長過程を観察すること

で得られる含意を簡単にまとめる。

 

学術講演会 新興国企業の成長戦略
－中国自動車産業が語る持たざる者の強み－

経済学部　国際経済学科　准教授　李 澤建
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・�池上重輔（2011）「新興国市場の『ボリュームゾーン』攻略とブ
ルー・オーシャン戦略」『国際ビジネス研究』3（1），1-18頁。

・�岩垂好彦（2011）「モザイク模様のインド消費価値観：変わ
るインド、変わらないインド」『一橋ビジネスレビュー』59（3），
8-22頁。

・�川端基夫（2010）「拡大するアジアの消費市場の特性と日本
企業の参入課題」『経済地理学年報』56（4），234-250頁。

・�塩地洋（2002）「なぜ多種多段階?－中国自動車流通経路の
形成と存続の論理」『産業学会研究年報』18，1-16頁。

・�田島俊雄（1998）「移行経済期の自動車販売流通システム」
『中国研究月報』52（6），1-30頁。
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　人口減少に伴い、全国的にみれば、地方創生が喫緊の

課題となっている。東京や大阪といった大都市が無縁の

ことかといえばそうではなく、人口減少に伴う都市の縮退

への対応も喫緊の課題となっている。このようなことも背

景にあり、都市農地・農業は、環境保全や防災、教育等

の多面的機能を有することから、都市において極めて重

要なものとなっている。2015年4月に都市農業振興基本

法が公布された。その後、2016年5月には、都市農業振

興基本計画が閣議決定された。この基本計画では、「都

市農地はあるべきもの」とされ、例えば、市街化区域から

市街化調整区域への逆線引きの促進、老朽化した建物の

ある土地の農地への転用など、これまでにはみられなかっ

た土地利用に関する記述があり、政府が都市農業に関し

て根本的な転換を図ろうとしていることが伺われる。

　1990年以降の都市農業に関する地理学研究をみる

と、生産緑地地区については1992年の改正生産緑地

法施行後2000年代半ばまでに調査が行われており、

2010年以降の状況は反映されていない。また、大都市地

域における農業を対象とした研究についてみると、個別地

域の農業の存続基盤や持続性を考察したものが多い。さ

らに、近年注目されている六次産業化や農商工連携に関

する研究については、それほど多くの蓄積には至っていな

いものと思われる。全国的にみて、農家戸数が最も少ない

のは東京都で、次いで大阪府が少ない状況にある。東京

都では、奥多摩町や檜原村と離島を除いた地域が、ほぼ

都市農業の行われている地域といえる。大阪府は複数の

町村があるものの、隣接する府県の都市化の状況をふま

えると、ほぼ全域が都市農業と呼べると考えられる。そこ

で、本書では、日本の三大都市圏のうち首都圏の中心を

なす東京都と近畿圏の中心をなす大阪府を主たる研究

対象地域とし、1990年以降の都市農業の変化の地域的

特性を把握するとともに、具体的な農業振興や農地保全

の取組みについて把握することを目的とした。

　本書では、まず東京都や大阪府の都市における農地と

しての土地利用が1992年の改正生産緑地法の施行から

どのように変化をしてきているかを把握し、その上で、産

業としての農業がどのように変化し、農業と都市住民との

関わりがどのようになってきているかを把握した。東京都

の個別の地域を対象としたものは、あえて現代にも生き

残る市場出荷型産地を取り上げている。近年の首都圏の

都市農業に関する研究は、都市住民との交流に着目した

ものがほとんどだと思われる。農業の根幹である生産に

着目し、1990年以降も市場出荷型産地として生き残って

いる姿を記した。一方、近年、近畿圏における都市農業に

関する研究は少ない。大阪府の個別の地域を対象とした

ものは、農業の基盤となる農地の多くが水田であるという

自然条件や都市住民等との関わり方が東京都とは異な

ることから、都市住民等との新たな連携の姿を現場の動

きから記した。

　なお、本書では、都市農業は園芸が重視されており、個

別の地域の基幹となる品目である野菜（東京都江戸川

区、清瀬市、東久留米市、大阪府堺市、八尾市）、花き（東

京都東村山市）、果樹（大阪府柏原市）を取り上げている。

また、近畿圏は水田が多いことから、稲作中心の地域（大

阪府東大阪市）も取り上げ、主要品目は網羅している。

　終章では、2017年の生産緑地法改正や2018年の新

法である都市農地の貸借の円滑化に関する法律の制定

および相続税納税猶

予制度の改正につい

て、都市農業の従来か

らの課題を解決するた

めに、どのような対応

が図れるのかといった

視点から整理した。こ

のことは、今後の都市

農業振興基本法に基

づく「土地利用計画」

の策定の参考になるも

のと考える。

学術講演会都市農業はみんなで支える時代へ
－東京・大阪の農業振興と都市農地新法への期待－

デザイン工学部　環境理工学科　教授　石原 肇
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１．本書の概要

　本書「路面電車レ・シ・ピ　住みやすいまちとLRT」は、

路面電車がどのようにまちの魅力を高めているかについ

て、欧州と日本を事例として述べ、次に、路面電車の発展

型であるLRT（Light Rail Transit）を日本の都市に導入

することの意義とその方策について、まちと交通について

関心のある人々を対象として、わかりやすく解説したもの

である。

　本書は4つの章により構成されている。

　第1章では、欧州の9つの地方都市をピックアップして、

トラムを使ってまち歩きすることの魅力、トラムによる移動

の利便性等について解説している。トラムが各都市の中

心的な交通手段として機能している様子、日本とは大きく

異なる歩行者優先の都市交通状況について、多くの読者

に知ってもらいたい。

　第2章では、日本の地方都市で暮らしに根付いた路面

電車を紹介する。日本にも十数カ所の都市で路面電車が

運行しているが、どれも魅力的で、それぞれのまちの特徴

を表す乗り物である。都市ごとに独自の良さを持つと同時

に、逆に問題をも抱えており、それらについてもふれる。

　第3章では、LRTの導入がもたらすまちの変化につい

て解説する。まず、人々が安全・安心にまち歩きを楽しみ、

それがまちの活性化や環境保全につながる都市内交通

システムのあり方について説明する。ついで、LRTのデザ

イン的な側面から、都市の景観や歩行者空間がどのよう

に上質化されるかについて述べる。また、LRTに導入に

伴って、歩行空間がどのように変わるのか、まちづくりやま

ちの交通について人々の意識をどう変革すべきかについ

て事例に基づいて解説する。

　第4章では、自分の住んでいまちでLRTを実現するため

には、何が必要かというテーマで述べる。まず、LRT導入

のためにまちにはどんな条件がいるのかを整理する。次

に、LRTは道路上を走行するので、道路空間の再配分が

必要であるが、それをどのように敷設するのを解説する。

また、導入するための各種制度や事業手法に基づいて、

社会的合意も形成しつつ導入するための手順や課題につ

いて述べる。

２．関連する研究の経緯と本書の出版目的

　本書は、筆者らがこれまでに進めてきた一連の「LRTと

まちづくり」に関わる研究成果に基づいて、それらをわか

りやすく一般読者向けに書き下ろしたものである。

　都市交通問題解決、都市の再生・成長、環境保全とい

う観点から、近年欧州諸国を中心に、世界的にLRTと呼

ばれる新たな路面公共交通の開通や延伸が進んでいる。

自動車に強く依存した都市交通体系から脱却し、都市交

通混雑や交通事故の解消・減少、都市環境保全、まちの

にぎわいの復活を目指すには、歩くことの復権が強く求め

られる。そうした観点から、路面電車は道路上を走行する

ことにその特徴があり、「道を歩く」という行為を直接的に

わかりやすい形で、補助・補完・拡張するための最も適

切な交通手段であると考えられる。

　わが国でも路面電車やその発展型であるLRTが注目

されているが、その整備はあまり進展していない。その理

由のひとつは、路面電車の整備と維持を促す法制度およ

びその実効性を担保する財源制度の不十分さがある。も

うひとつは、都市交通政策と公的資金に基づいて路面電

車を整備することの社会的合意が進んでいないことであ

る。筆者らは、これまでこのような問題意識のもとで継続

的に研究を進め、多く

の学術的成果を上げ

てきたが、LRT整備が

遅々として進まない日

本の現状を踏まえて、

社会的な理解度向上

を目的として、一般市

民向けに筆者らの学

術的研究成果を社会

的に還元しようとする

ものである。

学術講演会路面電車レ・シ・ピ 住みやすいまちと LRT
デザイン工学部　環境理工学科　教授　塚本 直幸
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　学習心理学には、状況的学習論と呼ばれる新しい研究

領域が生まれ、従来とは異なる視点から学習過程が検討

されている。近年、このパラダイムのもとでの大学教育に

関する研究の蓄積がみられ、とりわけ大学教育における

ゼミの教育可能性を探る上での有効性が指摘されてき

た。しかし、ゼミでの協同的な学びのプロセスについて経

年変化を追いながら実証的に検討する研究は見当たら

ず、またそこで生じる学びを捉えるための方法論に関して

十分に議論されてきたわけではない。そこで、20年余りに

わたって継続している、先輩後輩関係を指導単位とする1

つのゼミを題材に取り上げ、大学ゼミにおける学びを捉え

る視座を新たに提供することをねらいとした質的調査を

実施した。分析の結果、学びを捉える6つのモデルが生成

されるとともに、それらのモデルから大学における学生活

動団体などの比較的場の制約が緩やかな環境のもとで生

じる学びについて新たに捉え直すことを可能にする視点

を提示した。

　本書の題目は、「大学卒業研ゼミの質的研究－先輩・

後輩関係がつくる学びの文化への状況的学習論からの

アプローチ－」である。下図の通り、「第Ⅰ部：研究背景と

方法論（第1章、第2章）」、「第Ⅱ部：実証研究（第3章か

ら第9章）」、「第Ⅲ部：総合討論（第10章、第11章）」から

構成されている。第Ⅰ部（第1章、第2章）では大学教育と

それをめぐる学習論、および先行研究と方法論についてま

とめた。第Ⅱ部（第3章から第9章）では20年余りにわたっ

て継続している1つのゼミを題材に大学ゼミにおける学び

を捉える視座を新たに提供することをねらいとした実証

研究を行った。第Ⅲ部（第10章、第11章）では本研究の

総括を行うとともに本研究の適用可能性と今後の展望を

述べる形で総合討論を行った。

　初出一覧は、以下の通りである。

第1章	 書き下ろし

第2章	 書き下ろし

第3章	� （第2節のみ）田中俊也・山田嘉徳 （2015）．

大学で学ぶということ－ゼミを通した学びのリ

エゾン－ （pp.98-114.） ナカニシヤ出版

第4章	� 山田嘉徳（2011）．卒論テーマの協同形成過

程における質的検討－大学ゼミへの参与観察

を通して－　心理学叢誌，5，109-118.

第5章	� 山田嘉徳（2011）．卒業論文を書き上げるまで

の逡巡過程－指導教員との関係からみた参加

軌跡の径路多様性－　心理学叢誌，6，85-

97.

第6章	� 山田嘉徳（2011）．先輩後輩関係を指導単位

とするゼミ制度の有効性に関する一考察－

B&S制度における協同的な学びに着目して－　

京都大学高等教育研究，17，1-14.

	� 山田嘉徳（2012）．世代交代を伴うゼミにおけ

る成員性の形成過程－「連続性と置換の矛盾」

に着目して－　心理学叢誌，7，57-68.

第7章	� 山田嘉徳（2012）．ペア制度を用いた大学ゼミ

における文化的実践の継承過程　教育心理

学研究，60（1），1-14.

第8章	 書き下ろし

第9章	� 山田嘉徳（2013）．先輩後輩関係が文化的知

学術講演会 大学卒業研究ゼミの質的研究

先輩・後輩関係がつくる学びの文化への状況的学習論からのアプローチ
全学教育機構　高等教育センター　講師　山田 嘉徳

 

  

研究５：大学ゼミとしての活動
研究６：文化的実践としてのゼミ

ⅲ学習環境

研究３：先輩後輩関係
研究４：複数世代関係

ⅱ成員性形成

研究１：同輩関係
研究２：教員関係

ⅰ課題遂行

フィールド

先行研究と本研究の方法論

本研究の総括

第2章

第3章

第4章

第5章

第6章

第7章

第8章

第9章

第10章

大学教育・学習論第1章

本研究の適用可能性と
今後の展望

第11章

研究背景と方法論

第Ⅰ部

実証研究

第Ⅱ部

総合討論

第Ⅲ部

▲図　本書の構成
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識の継承に及ぼす効果－ゼミ共同体の事例検

討から－　知識共創，3，Ⅲ5-1，1-10.  

第10章	� （第1節のみ）田中俊也・山田嘉徳 （2015）．

大学で学ぶということ－ゼミを通した学びのリ

エゾン－ （pp.144-147.） ナカニシヤ出版

第11章	 書き下ろし

　なお本書は、2013年に筆者が関西大学大学院心理学

研究科に提出した博士論文「大学ゼミにおける協同的な

学びのプロセス」に大幅に加筆・修正を行い、書籍化した

ものである。また、本書を完成させるまでに平成24～ 25

年度日本学術振興会特別研究員奨励費及び平成29～

33年度日本学術振興会科学研究費（若手研究B）を受け

ることで、調査や成果発表が可能になった。刊行に際して

は、平成30年度大阪産業大学学会「学術研究書出版助

成」の交付を受けた。とりわけ、大阪産業大学学会ならび

に関係する教職員の皆様には大変お世話になった。ここ

に記して、感謝申し上げる。



▲平成30年度 写真・イラストコンテスト（写真部門）努力賞作品
　『夕日の下』
　張 輝（経済学部）
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平成30年度 写真・イラストコンテスト（写真部門）努力賞作品
『芽吹き』
高阪 美咲（人間環境学部 文化コミュニケーション学科）
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学術講演会EIM（Exercise is Medicine）Taiwanに出席して
大学院　人間環境学研究科　嶋田 愛

はじめに

　2018年4月27日～ 29日の3日間、台湾、新台北市に

おいて、第1回EIM Taiwanが開催され、私たちは、佐藤真

治教授に同行し、下記の活動を行った。

EIMとは

　世界有数のスポーツ医学分野の学会・アメリカス

ポーツ医学会（ACSM）が通り組むプロジェクトEIM

（Exercise Is Medicine）は、運動療法を普及し、地域

で歩く人を増やし、「運動を病気の治療と予防に役立てよ

う」という目標を掲げている。すでに40以上の国と地域が

本プロジェクトに参加しており、2018年9月には、EIM 

Japanセンターが設立された。台湾では、新台北市が中

心となって、2017年にEIM Taiwanが設立されたが、今

回その1周年を記念し、新台北市（台湾最大の行政区）で

第1回EIM Taiwan世界大会が開催された。

現地での活動

　私たちは、世界大会の2日目に主会場で体操を披露し

た。今年の2月に台湾で大きな地震があったこともあり、

震災復興の願いを込め、我々の体操が作られたきっか

けである東北震災の復興支援の様子をまとめ、ショート

ムービーを作成し紹介した。実際の体操披露の場面で

は、会場全体が立ち上がり、我 と々一緒に体操をおこなっ

てもらえた（写真①）。さらに、翌日には私たちの体操の様

子が現地の朝刊の1面を飾ったのは驚きであった。

EIM on Campusとは？

　EIMは、大学を中心とした健康増進活動プログラム

EIM on Campusにも力を入れている。我々は、昨年より

プロジェクト共育・「歩く人 on Campus」の一環として、

EIM on Campusに参加し、心疾患患者対象のスポーツ

リハビリ教室や地域住民対象としたウォーキングクラブ

を開催してきた。昨年には、この活動がアメリカスポーツ

医学会に高く評価され銅賞を、今年は金賞を受賞するこ

とができた。

その後の活動

　今年の8月には国立台湾体育大学の学生が来日した。

これは、EIM Taiwanでの学生の活躍を国立台湾体育大

学の教員が会場で見ていたことをきっかけに、実現した。

学生たちは、我 と々兵庫県豊岡市の地域での健康づくり

を見学したのみならず、我々の心臓病のスポーツ教室の

中でセルフマッサージを披露してくれた。さらには、我々が

取り組むEIM on Campusにも強い関心を示していた。

　さらに、10月には、我々が台湾へ出向き、新台北市政府

でEIM on Campusの成果を披露した。これもまた好評を

博し、翌日にその内容が朝刊に再び掲載された（写真②）。

　以上の経験を契機に、関わった学生たちは、専門のス

ポーツ科学に加え、語学・異文化にも興味を持つように

なり、その後に積極的に勉学に取り組む様子が見られた。

▲写真①　EIM Taiwan会場で体操を披露した

▲写真②　我々の活躍を伝える台湾の朝刊の一面



　　

学
会
後
援
事
業

A
cadem

ic A
ssistance

OSAKA SANGYO UNIVERSITY REVIEW No.54 73

　　

学
会
後
援
事
業

A
cadem

ic A
ssistance

学術講演会経済学研究科・研究会についての報告
大学院　経済学研究科　教授　福井 清一

　経済学研究科では、2ヶ月に一度程度のペースで、研

究会を開催しています。

　今年度は、計5回、研究科教員6名、博士後期課程学生

1名、および、外部の研究者1名による研究報告を企画い

たしました。

　このうち、10月23日（火）の第3回研究会におきまして、

東京大学・経済学研究科・特任研究員の橋立洋祐氏を

お招きし、“Image Concerns and Social Influences

（イメージ（を懸念した）選好とソーシャル・インフルエン

ス）”というテーマで報告をしていただきました。

　招聘に当たりましては学会から報告者への謝金を補助

していただき、経済学部からは、交通費を補助していただ

きました。

　出席者は教員・学生合わせて13名です。

　近年、不確実性下における人間の経済的行動を説明

するための基礎理論である期待効用理論とは相容れな

い実験結果（最後通牒ゲームによる実験、アレによる実験

等）が数多く提示され、不平等回避性、利他性、損失回避

性などを考慮した人間行動を説明するために、プロスペク

ト理論などの新しい不確実性下の行動モデルが生み出さ

れており、当該分野の研究が注目を集めています。

　橋立氏の研究は、不平等回避性や利他性以外に自分

に対する他人のイメージを考慮して行動するという、プロ

スペクト理論や不平等回避性の導入では説明できない人

間行動のモデルを構築しようとした野心的な研究です。

　報告後の討論では、活発な質疑応答が行われ、経済学

研究科の研究・教育にとって有意義な研究会だったと考

えています。
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学術講演会

　昨今、第四次産業革命が急速に進み、本格的にIoT

（Internet of Things）、AI（Artificial Intelligence）、

RPA（Robotics Process Automation）が導入され、働

き方やマジメントの改革など経営・流通のあり方が根本

的に変わりつつある。例えば、インターネット・インダスト

リーによるマスカスタマイゼーションやIoT（Internet of 

Things）によるビッグデータ活用に基づく新商品、新サー

ビスの提供、AI技術による物流効率化・サプライチェー

ンの最適化、RPA（Robotic Process Automation）

ツールを活用し業務自動化を推進する業務改革サービ

スなどが時流になろうとしている。昨今の環境変化に応じ

て、いかに最適な経営・流通のマネジメントを組み込む

ことができるかを中心に日韓共同学術講演会が2018年

10月26日に行われた。

　まず、韓国の国立忠南大学校経営大学院の李炳采氏が

「Al時代におけるゲーム理論」に関して講演を行い、その

後、大阪産業大学大学院経営・流通学研究科の原田良

雄氏が「E-commerceにおけるAI活用」、同研究科の博

士後期課程院生である徐天堯氏が「AI時代におけるコラ

ボラティブ・イノベーション」、そして、同研究科の朴容寛

氏が「AI時代におけるリーダーシップのあり方」に関してそ

れぞれ講演を行い、同テーマに関する意見交換および質

疑応答を行った。

　まず、李炳采氏はAIを学習・推論・判断など人間の

知能に似たはたらきが可能になるコンピュータに制御さ

れたロボット、またはソフトウェアを作る方法であると定

義した。これを経済学的な観点から見ると、インテリジェ

ントヒューマンであるといえる。経済学ではすでに合理的

なエージェントについて多くの研究があり、その包括的

なアプローチの一つがゲーム理論であると言える。例え

ば、プレイヤー 1には10ドルが与えられ、プレイヤー 2に

よって自分の申し出が拒否されることはない独裁者ゲーム

（Dictator Game）がある。もし、合理的なプレイヤーな

らば、プレイヤー 1はプレイヤー 2に一銭も与えないのが

答えである。最後通牒ゲーム（Ultimatum Game）の場合

は、プレイヤー 1には報酬配分の提案権を、プレイヤー 2

AI時代における経営・流通戦略に関する特別学術講演
学術講演会

大学院　経営・流通学研究科　教授　朴 容寛

講演者：原田良雄氏、通訳：朴容寛氏

講演者：徐天堯氏
▲講演の様子

司会：中村徹氏、講演者：李炳采氏、総合企画：朴容寛氏

講演者：朴容寛氏
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には提案された報酬配分への拒否権を与えるという2人

2段階ゲームである。プレイヤー 1が報酬配分を決定でき

るが、プレイヤー 2が拒否したら2人とも報酬を失ってし

まう。提案者のプレイヤー 1は自分の取り分を多くしたい

が、プレイヤー 2が不公平な分け方を拒否する可能性が

ある。ところが、人間にとって何より大事なのは、インテリ

ジェンス（Intelligence）という知能・知性だけではなく、

心、愛ということである。よって、AIの目的は、ただ人間の

合理性を模倣するのではなく、人間の実際の行動を模倣

することが大事である。AIは人間行動に関するビッグデー

タを収集し、解釈することによって人間行動を模倣するこ

とである。

　その後、原田良雄氏はビジネスにおけるAI活用分野に

は、既存業務の効率化や高度化、AIによる新規サービ

スの立ち上げ、ビジネスのスケール加速、リアル世界のイ

ンテリジェント化など四つがあることを指摘した。AIは

ネットショップと顧客との接点での支援、自動広告やパー

ソナルショッパーなどデジタルマーケティング、サプライ・

チェーン・マネジメント（Supply Chain Management: 

SCM）や倉庫管理の効率化や高度化に活用される。ネッ

トショップでAIを活用する方法としてECサイト上で接客

するツール、商品をすすめるレコメンドエンジン、お客さま

の行動などを分析するツールなどがある。例えば、eBay

では、コンピュータビジョンとディープラーニングを活かし

てAIが画像から11億点超の中から欲しい商品を検索す

るサービス「Find It On eBay」を実施しており、ユーザー

は自分が好きな商品をイメージで探すことができる。家具

やインテリアなどを販売し、グループで4,000億円以上を

売り上げるWest Elm（ウエスト・エルム）は、AIとソー

シャルメディアの「Pinterest（ピンタレスト）」を活用してレ

コメンドする新しいECサービス「West Elm Pinterest 

Style Finder」を始めた。日本の事例としてはサイジニア

が提供している「デクワス.VISION」が挙げられる。同社

では、ユーザーが閲覧している商品画像をAIが分析し、イ

メージに近い商品を表示している。そして、ニトリは顧客

の発注から商品出荷までの時間を短縮するために自社

の倉庫にロボットを導入した。同社は2016年春ロボット

ストレージシステムを、2017年1月には自動走行ロボット

「バトラー」を導入し、商品出荷にかかる時間短縮、人件

費圧縮、人手不足解消、ピッキング作業者が商品のある

場所まで向かわず手間が省ける効果を得ている。

　徐天堯氏は、AI時代には新興企業と既存企業が

資源を協調・共有し、全体にとって重要な価値を生み

出すコラボラティブ・イノベーション（Collaborative 

Innovation）が必要であることを強調した。新興企業は新

しい知識・技術を持ち、動きやすいが、資源が乏しいし、

規模が小さい。その反面、既存企業は資源や経験が豊か

であり、成功した製品やサービスやビジネスモデルがある

ものの、サクセスシンドロームにはまってしまい、官僚主義

やパターン化される可能性が高い。よって、新興企業はAI

技術を発展させ、専門人材を育成し、技術の協調エコー

システムを構築し、既存企業はコネクテッド・ワークフォー

ス環境の整備を中心にコラボラティブ・イノベーションを

実現する方が望ましい。新興企業と既存企業が互いの強

みを生かしながら業界を超えて「Win-Win」の仕組みを実

現するために、データを蓄積した企業は、AI分析を通じ

てビジネスパートナーに正確な推薦をすると同時に、市

場に新たな需要を作り出す。AI時代には単純な肉体労

働の大半は消され、人間と機械（AI）の境界線が融解する

など急激な変化が起こるので、専門人材の確保と迅速的

な変化に対応し、柔軟に協調できる「コネクテッド・ワー

クフォース」環境を整備する必要がある。例えば、2017

年中国スマート製造プロジェクトリストで、調味料業界の

大手「恒順グループ」は、データを持つアリババ社と協力

し、マーケティング効率を向上している。ターゲット顧客

に焦点を絞った広告宣伝や調達コストの削減など全プロ

セスをオープンで透明化している。この醸造酢スマート工

場により、食品安全の確保、生産力の向上、缶詰め効率を

40％高め、生産スタッフは50％、在庫スペースは75％を

節約している。このようにコラボラティブ・イノベーション

により、既存の「古い」企業は若くなり、新興の「若い」企業

の規模が拡大する意味でケイパビリティ（Capabilities）

を高めるようになる。

　そして、朴容寛氏は2045年にはAIが人知を超える技
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術的特異点であるシンギュラリティを迎えるようになり、

ヒトは「作業」と呼ばれる仕事は行わなくなり、ヒトは主に

経営・管理・運用するマネジメント、ヒトの感性が必要

なホスピタリティー、未来へのチャレンジ精神と洞察力が

必要な創造性を発揮する仕事を担うようになることを指

摘した。この時代になると、AIはヒトが作ったプログラミ

ング、アルゴリズムの通り、過去のIoTなどのデータを中心

にその延長線上の漸進的イノベーション（Incremental 

Innovation）までもできるが、プログラミングやアルゴリ

ズムを作成・運用・管理し、将来に当てはまる判断が必

要な創発的イノベーション（Emergent Innovation）は

ヒトの役割になると語った。よって、AI等は、過去の事例

分析やビッグデータ分析、ディープラーニングにより最適

なアドバイスを得、ヒトの意思判断の効率性をあげたり、

ヒューマンエラーを解消したりして少子高齢化に伴う人

手不足問題の解決など味方になる一方、人間の悪い部分

を増幅してしまい敵にもなる可能性もある。例えば、ビッ

グデータの中に故意に不純物を混ぜるサイバー攻撃をは

じめ、バイアスがかかる差別や過度なナショナリズムの増

幅、軍事目的のAIやロボット、テロリストによる悪用、また、

プライバシー侵害問題などが挙げられる。ところが、デー

タを与えるのは人間であるので、AI、IoT、ビッグデータ、

ロボット自体の問題ではなく、実はこれらの技術を使う

ヒトの問題になる。従って、AI時代には、これらの諸問題

を解決し、明るい未来を創造する倫理の問題とリーダー

シップのあり方（Being of Leadership）が問われると

いえる。ヒトはいかなる分野で、いかなる仕事をしても、一

人ひとりが自分の専門分野における意思決定をせざる

を得ないので、誰でもリーダーであると言える。リーダー

シップのあり方として問われるのは、問題を解決する能力

（Capability）ばかりではなく、人格の高潔さ（Integrity）

が求められる。リーダーは自己中心的に自分や自分の派

閥の腹だけを肥やすのをやめ、少しは損になっても、自己

犠牲になっても、「多くの人々」（the Masses）のために、

社会や自然界のために貢献する「偉大さ」（Greatness）

を発揮し、何をしてもどこにいても人格の高潔さを守るこ

とが大事である。
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平成30年度 写真・イラストコンテスト（写真部門）努力賞作品
『零れ桜』
中村 七海（デザイン工学部 建築・環境デザイン学科）
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　大阪産業大学学会は、学会会則の第2条に示しますよ

うに、学術・研究・教育の発展・普及と研究助成を目的

としています。この目的を遂行するため、今年度も「大阪産

業大学論集」「大阪産業大学学会報」の発行をはじめとし

てさまざまな企画行事を行いました。

　「大阪産業大学論集」は、各会員の研究成果等を公開

する場として、例年以上に充実した論文等の発行を行い

ました。

　「大阪産業大学学会報」は90周年の特集号として「明

日への挑戦」「10年後の日本と世界、そして大阪産業大

学」と題して取りまとめ、10年後の創立100周年を意識

し、世界を視野に入れた大阪産業大学のあるべき姿を模

索した内容になりました。「明日への挑戦」では、各業界で

活躍しておられる大学OBによる挑戦の重要性を、「10年

後の日本と世界、そして大阪産業大学」では、各学部の先

生による長期展望に基づく見解を示していただきました。

　特に今年度は学園創立90周年ということもあり、通常

年度の行事に加えて、青柳美扇さんの興味深いトークと

「書道パフォーマンス」、特大の作品として「夢　未来」と

「阪駒祭」を揮毫していただきました。また、藤岡幸夫さ

ん指揮による関西フィルハーモニー管弦楽団演奏の誰

にも馴染みのある名曲が盛りだくさんの「クリスマスコン

サート」を開催しました。オーケストラの重厚な演奏と藤

岡さんのユーモアあふれるトークや指揮体験など、あっと

いう間の1時間でした。この2つの行事に関しては、来場者

も大変多く、「感動した」「貴重な機会だった」などの感想

が聞かれました。

　さらに、大学自治会主催で大量のLEDランプを使い、

幻想的な「大学を彩るイルミネ―ション」の共催、本学園

のスタートである「大阪鉄道学校」をイメージさせる、1/8

サイズの鉄道模型を走らせ、新たな鉄道を目指す「OSU

鉄道プロジェクト」、宇宙にロマンをはせる「JAXA見学

会」など、これまでにない特別企画の行事を行いました。

　通年と同様に、教員会員の研究・シンポジウム等への

補助、学生会員の研究教育活動の助成、海外語学研修の

補助、学外見学会や各種コンテストも実施しました。運動

を病気の治療と予防に役立てるという「EIM Taiwan」の

学生参加の後援事業などがあります。さらに学術研究書

の出版に関しては、これまで以上の助成を行いました。

　学外見学会では飛行機好きにはたまらない「羽田機体

見学会（JAL・ANA）」、自動車好きには「鈴鹿安全運転

研修（鈴鹿サーキット）」、経済と社会に関心を持つ学生

向けに「東京証券取引所と各種メディア（テレビ朝日・読

売新聞）見学会」、芸術を好む者には「芸術鑑賞巡り（富

山県立美術館・富山ガラス美術館・富山ガラス工房）」

などそれぞれ1泊2日の行程で内容も充実していたと思い

ます。

　コンテストについては今年度も「ぶんかく」「写真イラス

ト」「見学会プランニング」の3種類について実施し、多く

の参加があるなど定着して来た感があります。

　また、財務状況を考慮しつつ適正な予算執行を行い、

学会ホームページのさらなる充実と必要な規程改正等を

行いました。

　最後になリますが、今年度の学会活動を積極的に推進

できましたのは、常任委員の皆様のご協力のお陰である

と考えています。特に各委員長としてチーフ会で学会運営

の舵取りをしていただいた、編集委員長の米田昇平先生

（経済学部）、企画委員長の青山一樹先生（全学教育機

構）、財務委員長の孫銀植先生（経営学部）、広報委員長

の高橋徹先生（デザイン工学部）、法務委員長の田口まゆ

み先生（国際学部）の各先生のご尽力に大変感謝してい

ます。

　また、教育研究推進センターの嶌﨑敬司課長、学会事

務局の桐本加奈さん、松村泰子さんには、学会事務運営

に関して大変なご苦労をお願いしました。この稿をお借り

して厚くお礼を申し上げます。

� （工学部　交通機械工学科　教授）
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平成30年度  年次報告
平成 30 年度　学会常任委員長　大津山 澄明
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【評議員会】

第1回評議員会 6月19日

議題①平成30年度学会行事予定表について
　　②平成29年度会計報告
　　③平成29年度会計監査委員報告
　　④平成30年度予算（案）について
　　⑤平成30年度の各委員の作業目標
　　⑥その他

第2回評議員会 3月20日

議題①平成30年度活動報告
　　②平成31年度チーフ会人事について
　　③平成31年度活動方針について
　　④平成31年度学会予算（案）について
　　⑤会則・規程集改正（案）について

【常任委員会】

新旧合同常任委員会
（評議員会終了後） 3月20日 議題①新旧常任委員の委員会及び役割分担決定

　　②平成30年度委員から平成31年度委員へ引き継ぎ

【出版助成審査委員会】

第1回出版助成審査委員会 6月19日 議題①申請者一覧
　　②出版助成申請書類一覧

第2回出版助成審査委員会 7月24日 議題①申請者一覧
　　②出版助成申請書類一覧

第3回出版助成審査委員会 9月18日 議題①申請者一覧
　　②出版助成申請書類一覧

【会計監査】
　　5月22日　平成29年度会計監査

【チーフ会】
第1回チーフ会 4月17日   第7回チーフ会 11月20日
第2回チーフ会 5月22日   第8回チーフ会 12月18日
第3回チーフ会 6月  5日   第9回チーフ会 1月22日
第4回チーフ会 7月17日 第10回チーフ会 2月19日
第5回チーフ会 9月18日 第11回チーフ会 3月  5日
第6回チーフ会

非商業出版助成審査 10月16日

【編集委員会】
第1回編集委員会 4月17日 第6回編集委員会 10月17日
第2回編集委員会 5月22日 第7回編集委員会 11月20日
第3回編集委員会 6月  5日 第8回編集委員会 1月22日
第4回編集委員会 7月17日 第9回編集委員会 2月19日
第5回編集委員会 9月18日

平成30年度  学会活動報告
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【平成30年度発行論集・学会報】
種　　別 分　　野 巻　号　数 備　　考

論　　集

経営論集 19－2・3合併号、20－1、20－2 年3回　原稿募集
経済論集 19－3、20－1、20－2 年3回　原稿募集
人文・社会科学編 33、34、35 年3回　原稿募集
自然科学編 129 年1回　原稿募集
人間環境論集 18・19 年1回　原稿募集

学 会 報 54 年1回　発行

【企画委員会】

第1回企画委員会 4月17日 第5回企画委員会 10月17日

第2回企画委員会 5月22日 第6回企画委員会 11月20日

第3回企画委員会 7月17日 第7回企画委員会 1月22日

第4回企画委員会 9月18日

【企画事業】
◆学会コンテスト
	 第19回　ぶんかくコンテスト
	 第 3 回　写真・イラストコンテスト
	 第 2 回　見学会プランニングコンテスト
◆第 3 回	 和菓子作り体験会　8月7日
	 叶匠壽庵で和菓子作り体験、ラコリーナ近江八幡散策
◆第 7 回	 羽田機体工場見学会　8月29日～ 8月30日（1泊2日）
	 ANA機体メンテナンスセンター、JAL SKYMUSEUM 工場見学
◆第14回	 鈴鹿安全運転研修　9月3日（今年度は台風の影響のため、日帰り開催）
	 安全運転研修、鈴鹿サーキット内交通教育センター研修
◆第 5 回	 東京証券取引所と各種メディア見学会　9月19日～ 9月20日（1泊2日）
	 東京証券取引所、読売新聞東京本社、テレビ朝日見学
◆第 5 回	 神戸港の各種施設見学会　11月2日
	 神戸税関、神戸港クルーズ、上組コンテナターミナル見学
◆学園創立90周年記念　JAXA見学会　11月4日～ 11月5日（1泊2日）
	 JAXA筑波宇宙センター見学、TENQ宇宙ミュージアム見学
◆第 4 回	 芸術鑑賞巡り　11月6日～ 11月7日（1泊2日）
	 富山ガラス工房体験、富山市ガラス美術館見学、富山県美術館見学
◆見学会プランニングコンテスト優秀作品　浜松の芸術見学会　11月7日
	 ぬくもりの森散策、浜松市楽器博物館見学

【学会主催　学園創立90周年記念イベント】
	 10月30日　学園創立90周年記念　青柳美扇氏による書道パフォーマンス
	 12月 4 日　学園創立90周年記念　関西フィルハーモニー管弦楽団によるクリスマスコンサート

＜協賛＞
	 11月 2 日～ 2月4日　学園創立90周年記念学生企画　大学を彩るイルミネーションへの助成

＜後援＞
◆プロジェクト
	   4月 1 日　新入生歓迎企画「入学宣誓式プロジェクト」
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◆講演会
	 10月26日　AI時代における経営・流通戦略に関する特別学術講演会への助成
◆活動への助成
	   4月27日～ 4月30日　EIM in Taiwanに参加学生の渡航費一部助成
	 10月23日　　　　　　経済学研究科・研究会への助成
	 11月 3 日～ 11月4日　学園創立90周年記念学生企画　OSU鉄道プロジェクトへの助成
	   2月 2 日～   2月5日　デザイン工学部　建築・環境デザイン学科　卒業研究優秀作品展への助成
	   2月 6 日～   2月7日　デニム商品の川上から川下まで、および制服縫製工場見学への助成

【海外語学研修参加学生への助成】
	 平成30年度夏期海外語学研修参加学生への助成

【広報】
	 論集データベース改修

【法務】
	 規程改正検討

【財務】
	 毎月の学会会計処理（事務局）後に伝票の確認および預金通帳残高との照合（本会計）

【大阪産業大学学会会員一覧】� （人）

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度
学生会員（院生） 136 113 108 114
　 〃 　（大学生） 7,929 7,780 7,771 7,774
　 〃 　（短大生） 27 1 ー　※ ー　※
正 会 員（専任教員） 230 226 218 218
特別会員 2 4 2 4
準 会 員（非常勤・卒業生） 21 25 21 21
名誉会員 10 9 11 15
賛助会員 1 1 2 1

計 8,356 8,159 8,133 8,147
� 　12月末現在の会員数
� ※大阪産業大学短期大学部は平成28年度をもちまして、学生の募集を終了いたしました。
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　大阪産業大学学会の平成29年度の収支決算を以下

の通り報告いたします。

　収入の部では、学会費などの収入小計は昨年度に比べ

1,602万円の減収となりました。これは、学会費の徴収方

法が変わったからです。これまでは4年分を一括して徴収

していましたが、平成29年度からは1年分ごとの徴収にな

りました。

　支出の部では、支出小計が昨年度に比べて101万円の

増加となりました。大きな要因として、ウェブサイト保守点

検費の増加があります。Webサイトの改修をおこなった

ことで152万円の増加となりました。新しくなった学会の

Webでは、学会の活動や行事案内をより積極的に展開し

ています。イベント費は560万円と昨年度より60万円ほ

ど減ったものの、学生対象の各種見学会が数多くおこな

われました。一方で、諸活動費は291万円と昨年度より

60万円ほど増えました。学会主催や各種団体、学部行事

への援助をおこないました。

　今年度も、各種見学会やコンテストなどのイベント、出

版助成などの各種助成の活性化をはかる一方、学生表彰

の新設など学生会員への会費の還元に務めました結果、

次年度繰越金は2,638万円減りました。

　今後、学会の諸活動をさらに活性化することにより、会

員への会費還元に務めていきます。

平成29年度  学会会計報告 （平成29年4月1日～平成30年3月31日）

平成 29 年度 財務委員長　齋藤 立滋

【収　入　の　部】� （単位：円）

科　　　　　　　　　目 本年度予算額 本年度決算額 増　　　減
学会費（学生） 4,632,000 5,247,600 615,600
　〃　（正・準） 1,181,000 1,181,000 0
受取利息 15,000 2,626 △12,374
雑収入 533,000 552,458 19,458

（小　　　　　　　　　計） 6,361,000 6,983,684 622,684
前年度繰越金 89,127,050 89,127,050 0

合　　　　　　　　　計 95,488,050 96,110,734 622,684

【支　出　の　部】� （単位：円）

科　　　　　　　　　目 本年度予算額 本年度決算額 増　　　減
論集発行費 7,500,000 3,240,777 △4,259,223
学会報発行費 1,700,000 1,514,697 △185,303
講演会費 1,500,000 872,392 △627,608
イベント費 5,500,000 5,601,988 101,988
諸活動費 1,500,000 2,914,181 1,414,181
海外留学補助金 700,000 700,000 0
出版助成 3,800,000 2,416,515 △1,383,485
ウェブサイト保守点検費 2,259,000 1,808,185 △450,815
人件費 5,700,000 5,167,724 △532,276
渉外慶弔費 250,000 50,000 △200,000
印刷製本費 300,000 304,555 4,555
通信輸送費 220,000 374,964 154,964
学生表彰費 1,600,000 1,750,000 150,000
その他（会議費、消耗品費等） 300,000 144,605 △155,395

（小　　　　　　　　　計） 32,829,000 26,860,583 △5,968,417
60周年記念事業繰入金 1,500,000 1,500,000 0
学園創立90周年記念事業費 5,000,000 5,000,000 0
次年度繰越金 56,159,050 62,750,151 6,591,101

合　　　　　　　　　計 95,488,050 96,110,734 622,684
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